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長
駆
イ
ソ
ド
に
わ
た
り
、
『喩
伽
論
』
を
始
め
と
す
る
膨
大
な
典
籍
を
招
来
し
て
シ
ナ
仏
教
の
新
た
な
展
開

の
動
機
と
な

っ
た
の
が
玄

(
1
)

奨

(六
〇
二
～
六
六
四
)
で
あ

っ
た
。
そ
の
帰
国
は
あ
た
か
も
道
宣

(五
九
六
～
六
六
七
)
が

『
続
高
僧
伝
』

の
初
稿
を
書

き
終
え
た
貞
観
十

九
年

(六
四
五
)
に
当
る
。

こ
の
初
唐
の
時
代
、
シ
ナ
教
は
空
前
の
活
況
を
呈
し
、
唐
王
朝

の
安
定
に
伴

っ
て
長
安
で
は
勅
命
に
よ
る
大
規
模
な
寺
院
経
営
が
次

々

(
2
)

と
行
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
代
表
的
な
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
教
宗
と
禅
宗
の
復
興
を
目
的
と
し
て
造
営
さ
れ
、
以
後

の
仏
教
史

(
3
)

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
大
興
善
寺
と
大
禅
定
寺
と
で
あ

っ
た
。

し

か
し
、
そ
の
後
に
も
多
く
の
寺
院
が
様

々
な
名
目
の
下
に
造
営
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
玄
奨
が
帰
国
後
最
初
に
住
し
、
そ
の
翻
訳

活
動
を
始
め
た
弘
福
寺
に
つ
い
て
、
『宋
高
僧
伝
』
靖
魑
伝
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
、

貞
観
中
に
玄
奨
の
西
よ
り
廻
る
に
属
し
、
勅
し
て
太
穆
太
后
の
奉
為
に
京
に
広

(ー
弘
)
福
寺
を
造
り
、
彼
に
就
い
て
翻
訳
す
。
須

い
る
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所
の
吏
力
、
悉
く
玄
齢
と
商
量
し
、
務
め
て
優
給
せ
し
む
。
遂
に
証
義
の
大
徳
の
大
小
乗
の
経
論
を
譜
練
し
て
、
時
に
尊
尚
さ
れ
る
所

の
者
を
召
し
て

一
十

一
人
を
得
た
り
。
適
は
其
の
精
選
に
預
り
、
即
ち
慈
恩
寺
に
居
せ
り
。
普
光
寺
棲
玄
、
広
福
寺
明
澹
、
会
昌
寺
弁

(
4
)

機
、
終
南
山
豊
徳
寺
道
宣
、
同
じ
く
筆
を
執
り
文
を
綴
す
。

(
5
)

つ
ま
り
曇
遷

(五
四
二
～
六
〇
七
)
以
後
、
様

々
な
シ
ナ
的
宗
派
が
展
開
し
た
長
安
の
仏
教
学
は
、
こ
の
時
期
、
新

た
に
台
頭
し
た
玄
癸

に
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
い
う
慈
恩
寺
は
、
『
唐
会
要
』
巻
四
十
八
に
よ
れ
ば
、

貞
観
二
十
二
年

(六
四
八
)
十
二
月
二
十
四
日
、
高
宗
は
春
宮
に
在
り
、
文
徳
皇
后
の
為
に
立
て
て
寺
と
為
す
。

為
す
。
寺
内
の
浮
図
は
、
永
徽
三
年

(六
五
二
)、
沙
門
玄
弊
の
立
て
る
所
な
り
。

と

い
い
、
ま
た
、
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
七
に
、

故
に
慈
恩
を
以
て
名
と

戌
申
、
皇
太
子
は
又
た
令
を
宣
し
て
曰
く
、
慈
恩
寺
を
営
ま
ん
と
。
漸
く
功
を
畢
ら
ん
と
す
る
に
、
輪
奥
は
将
に
成
ら
ん
と
す
る
も
、

僧
徒
は
尚
を
閾
け
た
り
。
伏
し
て
勅
旨
を
奉
じ
て
、
三
百
僧
を
度
し
、
別
に
五
十
大
徳
を
請
う
。
同
じ
く
神
居

(太
宗
)
に
奉
じ
、
降
臨

行
道
せ
ん
と
す
。
其
れ
新
営
の
道
場
は
宜
し
く
大
慈
恩
寺
と
名
づ
け
、
別
に
翻
経
院
を
造
り
、
…
…
法
師
を
し
て
移
り
就
い
て
翻
訳
せ

し
む
。

(大
正
五
〇
、
二
五
九
中
)

と

い
う
か
ら
、
玄
奨

の
翻
訳
事
業
と
新
仏
教
の
宣
揚
を
よ
り
便
な
ら
し
め
る
た
め
に
造
営
さ
れ
、

行

わ
れ
た
五
大
徳

の
制
を
継
承
し
て
長
安
仏
教
の
中
心
的
位
置
に
あ

っ
た
こ
と
が
分
る
。

し
か
も
か
つ
て
の
大
興
善
寺
に
お
い
て



し

か
し
、
玄
奨
は
さ
ら
に
顕
慶
三
年

(六
五
八
)
に
西
明
寺
に
移

っ
て
い
る
。
こ
の
西
明
寺
は
、
『慈
恩
伝
』
巻
十
に
よ
れ
ぼ
、

う

つ

顕
慶
三
年
正
月
、
駕
し
て
東
都
よ
り
西
京
に
還
る
。
法
師
も
ま
た
随

い
て
還
る
。
秋
七
月
、
再
び
勅
有
り
、
法
師
は
徒
り
て
西
明
寺
に

居
す
。
寺
は
元
年
秋
八
月
戌
子
十
九
日
に
造
る
。
先
に
勅
有
り
て
曰
く
、
延
康
坊
の
撲
王

(泰

〈
六
一
四
～
四
八
〉)
の
故
宅
を
以
て
皇
太

子

(弘

〈
六
五
二
～
七
五
〉)
の
為
に
、
分
ち
て

(道
)
観
と

(仏
)
寺
と
各

一
を
造
ら
ん
、
と
法
師
に
命
じ
て
其
の
処
を
案
行
せ
し
む
る
に
、

還

っ
て
地
窄
く
両
処
を
容
れ
ず
、
と
奏
す
。
是
に
於
て
総

て
用
い
て
寺
を
営
み
、
其
の
観
は
改
め
て
普
寧
坊
に
就
か
ん
と
す
。
勿
ち
先

ず
寺
を
造
り
、
其
の
年
の
夏
六
月
、
営
造
の
功
畢
る
。
…
…
荘
厳

の
盛
ん
な
る
こ
と
は
、
梁
の
同
泰
、
魏
の
永
寧
と
難
も
及
ぶ
能
わ
ざ

る
所
な
り
。

(大
正
五
十
、
二
七
五
中
～
下
)
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と

い

い
、

玄

奨

が

自

ら

居

す

る

た

め

、

書

に
次

の
よ

う

に

い
う

。

勅
許

の
下
に
造
営
し
た
広
大
な
寺
院
で
あ

っ
た
。
そ
の
寺
院
運
営
の
た
め
の
制
度
に
つ
い
て
、
同

つ
ぶ
さ

勅
し
て
先
ず
所
司
に
委
ね
、
大
徳
五
十
人
と
侍
者
各
お
の

一
人
を
簡
び
、
後
に
更
に
詮
に
業
行
の
童
子
を
試
み
、

一
百
五
十
人
を
度
せ

も
う

ん
と
擬
す
。
其

の
月
十
三
日
に
至
り
、
寺
に
於
て
斎
を
建
け
、
僧
を
度
す
に
、
法
師
に
命
じ
て
度
を
看
さ
し
む
。
秋

七
月
十
四
日
に
至

り
、
僧
を
迎
え
寺
に
入
る
。
其
の
威
儀
と
瞳
蓋
を
音
楽
等
、

一
に
慈
恩
に
入
り
、
及
び
碑
を
迎
え
る
の
則
の
如
し
。

(同
右
)

そ

の
落
慶
の
盛
儀
の
様
は

『集
古
今
仏
道
論
衡
』
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
(大
正
五
二
、
三
八
八
下
)
ま
た
、

も
上

に
見
た
大
慈
恩
寺
に
お
け
る
そ
れ
と
軌
を

一
に
し
て
い
る
。

そ

の
最
初
の
陣
容
の

一
端
を
窺
う
な
ら
、
「上
座
道
宣
、
寺
主
神
察

(11
泰
)、
都
維
那
智
術
、
子
立
、

勅
に
よ
り
高
僧
を
集
め
る
方
法

伝

学

元

(
11
玄
)
則

、

棲

禅

静

定

、
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持

律

道

成

、

懐

素

等

人

。
」

(『
全
唐
文
』

二
五
七
巻
、
蘇
顛

『
唐
長
安
西
明
寺
塔
碑
』
)

と

い
う

か
ら

、

当

時

の
鐸

々
た

る

人
物

の
揃

っ
て

い
た

(
6
)

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ

て
、
玄
奨
の
足
跡
に
従

っ
て
長
安
仏
教
の
ご
く

一
端
を
垣
間
見
た
が
、
こ
こ
で
明
ら
か
な
こ
と
は
帰
国
後
の
玄
奨
が
そ
の
没
年
に
至

る
ま

で
長
安
仏
教
の
結
節
点
と
な

っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
上
の
記
事
か
ら
も
既
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
多
く
の
人
材

(
7
)

が
慈

恩
寺
そ
し
て
西
明
寺
に
集
結
し
て
い
る
。

そ

し
て
、
・後
に
み
ろ
よ
う
に
、
特
に
西
明
寺
は
玄
奨
の
壮
挙
を
継
承
し
て
、
求
法
に
あ
る
い
は
伝
法
の
た
め
に
、
多
く
の
人
材
が
遠
く

西
域

や
イ
ン
ド
に
旅
立

っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
西
明
寺
を
起
点
と
す
る
仏
教
が
、
チ
ベ

ッ
ト
へ
の
シ
ナ
仏
教
伝
播
に
何
ら
か
の
形
で

関

わ

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
作
業
仮
説

の
下
に
、
以
下
に
西
明
寺
と
そ
の
周
辺
の
こ
と
が
ら
を
調
査
す
る
の
が
本
稿

の
目
的

で
あ
る
。

(
1
)

藤
善
真
澄

「
『
続
高
僧
伝
』
玄
奨
伝

の
成
立
」
鷹
陵

史

学

第

五

号
、
仏
教
大
学
歴
史
研
究
所
、

一
九
七
九
、

六
五
頁
以
下
。

こ
こ

に
は
本
学

元
講
師
緒
方
香
州
氏
発
見
に
な
る
興
聖
寺
本

『
続
高
僧

伝
』
を
用

い
て

『
続
高
僧
伝
』

の
成
立
史

が
論

じ
ら

れ
、
併

せ
て

玄
墨

伝
に
関

し
て
も
新

た
な
知
見
が
提
供

さ
れ
て
い
る
。

(
2
)

小
野
勝
年

『
中
国
晴
唐

長
安

・
寺

院
史
料
集
成
』
史
料
篇
お

よ
び
解
説
篇
、
法
蔵
館
、

一
九
八
九
参
照
。

(
3
)

平
井
俊
栄

『
中
国
般
若
思
想
史
研
究
』
春
秋
社

、

一
九
七
六
、

四
二
頁
以
下
。
拙
稿

「初
期
の
習
禅
者
達
⇔
1

大
禅
定
寺
の
習

禅
者
」
禅

学
研
究
六
二
号
、
京
都
、

一
九
八

三
、
五
〇
頁
以
下
。

な
お
大
興
善
寺
に

つ
い
て
は
、
山
崎
宏

『
晴
唐
仏
教
史

の
研
究
』

法
蔵
館
、

一
九
六
七
、
参
照
。

(
4
)

『
宋
高
禅
伝
』
巻

四
、
大
正

五
〇
、
七

二
七
下
。

こ
の
時

、
慈

恩
寺
は
ま
だ
出
来

て
い
な

い
か
ら

こ
の
記
事
に
混
乱
が
あ
る
ご
と

く
で
あ
る
。
靖
適
自
身

の

『
古
今
訳
経
図
記
』
に
よ
れ
ぱ
、
貞
観

十
九
年
、
広

く
国
内

の
碩

学
を
召
し
て
、
沙
門
慧
明
、
霊
潤
等
五

十
余
人
を
集

め
た
と
い
う
。

(
大
正
五
五
、

三
六
七
七
上
)

(
5
)

結
城
令

聞

「
晴

・
西
京
禅
定
道
場
釈
曇
遷

の
研
究
」
福
井
記
念

.

東
洋
思
想
論
集
、
東
京

、
一
九
六
〇
、
七
〇

八
頁
以
下
。
拙
稿

「
初

期

の
習
禅
者
達

」
三
八
頁

以
下
。

(
6
)

道
宣

に
は

『
西
明
寺
録
』
三
巻
、

(
一
巻
、
『
法
苑
珠
林
』
巻
百
、

大

正
五
三
、

一
〇

二
三
下
)

『
西
明
寺

図
讃
』

四
巻

な
ど
が
あ

っ

た
が
、

い
ず

れ
も
散
秩
し
た
。

(小
野
勝
年
前
掲
書

、

解
説
篇

一

、
四
七
頁
)

「

-



(
7
)

玄
　

の
別

の
側
面
と
し
て
、
彼
に
遅
れ
る
こ
と
十
年
、
膨
大
な

梵
文

原
典

を
携

え
て
来
朝
し

た
イ

ソ
ド
禅
、
那
提
三
蔵
の
訳
業

を

妨
害

し
た
事
実

が
あ
げ
ら

れ
る
。

以
永
徽

六
年

(
六
五
五
)
、

創
達
京
師
。

有
勅
令

於
慈

恩
安

置
、
所
司
供
給
。
時
玄
奨
法
師
、
当
途
翻
訳
声
華
騰
蔚

。
無

有

克
彰
。
掩
抑
瀟
条
。

(大
正

五
〇
、
四

五
八
下
)

こ
れ
に

つ
い
て
道
宣

も
次

の
よ
う

に
い
う
、

夫
以
抱
麟
之
歎
、
代
有
斯
縦
。
知

人
難
哉
。
千
齢
軍
遇
。
那

提
挾
道
遠
至
。
投
偉
北

冥
既
無
所
持
。
乃

三
被
毒
載
充
南
役
。

崎
嘔
数
万

、

頻

歴
痘
気
、

委
命
斯
在
。
鳴
呼
惜
哉
。

(同
、

四
五
九
上
)

ま
た
、
『
続
高

僧
伝
』
増
補
部
分

に
あ

る
法
沖
伝
に
は
、

又

三
蔵
玄
奨

、
不
許
講

旧
所
翻
経
。
沖
云
、
君
依
旧
経

出
家
。

若

不
許
弘
旧
経
者
、
君
可
還

俗
。
更
依
新
翻
経
出
家
。
方
許

君
此
意
。
獲
聞
遂
止
。

(同
、
六
六
六
上
)

と
い
う

エ
ピ

ソ
ー
ド
を
記
す
。
し
か
し
、

こ
う
し

た
玄
　

の
抑
圧

的

な
態
度
が
、
結
果
と
し
て
唯
識
法
相
宗

の
隆
盛

に
も
関
係
し
て

い
る
の
は
確

か
な

こ
と

で
あ

る
。

二

大
慈
恩
寺
の
ひ
と
び
と
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前
述

の
如
く
、
西
明
寺
は
顕
慶
三
年
に
完
成
し
、
玄
漢
は
直
ち
に
そ
ち
ら
に
移

っ
て
い
る
。
代

っ
て
大
慈
恩
寺
に
残

っ
て
そ
の
衣
鉢
を

継

い
だ
の
が
法
相
宗

の
大
成
者
と
さ
れ
る
慈
恩
大
師
基

(六
三
二
～
八
二
)
で
あ

っ
た
。

(
8
)

基

は

『宋
高
僧
伝
』
に
よ
れ
ば
、
名
門
尉
遅
氏
の
出
身
で
、
玄
堤
に
見
込
ま
れ
て
出
家
し
、
始
め
弘
福
寺
に
、
次
い
で
慈
恩
寺
に
入

っ

て
そ

の
薫
陶
を
受
け
た
。
世
親
の

『唯
識
三
十
頚
』
に
対
す
る
イ

ン
ド
十
大
論
師
の
注
釈
を
、
護
法
の
そ
れ
を
中
心
と
し
て
編
成
し
直
し

た

『
成
唯
識
論
』

の
成
立
に
深
く
関
わ
り
、
玄
奨
か
ら
、
「
五
姓
の
宗
法
は
た
だ
汝
流
通
せ
よ
。
他
人
は
則
ち
否
な
り
。
」
と
云
わ
れ
た
と

言
う
。
『
成
唯
識
論
述
記
』
を
は
じ
め
、
多
く
の
注
釈
を
著
し
、
「
百
本
疏
主
」
と
称
さ
れ
た
。
ま
た
、
「奨
師
は
喩
伽

・
唯
識
開
創
の
祖
た
り
。

基
は
乃
ち
守
文
述
作

の
宗
な
り
。
唯
だ
祖
と
宗
と
、
百
世
除
か
ざ
る
の
祀
祀
な
り
。
蓋
し
功
徳
の
物
を
被
う
こ
と
、
広
き
か
な
、
大
な
る

か
な
。
奨
は
筍
も
基
無
け
れ
ば
則
ち
何
ぞ
其
の
学
を
祖
張
せ
ん
や
。」
(同
、
七
二
六
中
、
下
)
と
評
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、

法
相
宗
の
事
実
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上

の
開
祖
に
擬
せ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
同
じ
く

『
宋
高
僧
伝
』
巻
四
に
収
め
る

「唐
京
師
西
明
寺
円
測
伝
」
に
は
次
の
よ
う
に
云
う
、

釈
円
測

(六
一
三
～
六
九
六
)、
氏
族
は
未
詳
也
。

幼
よ
り
明
敏
に
し
て
慧
解
縦
横
な
り
。

三
蔵
契
師
、
慈
恩
基
師

の
為
に
新
翻

の
唯
識

ま
い
な
い

論
を
講
ず
。
(円
)
測
は
守
門
の
者
に

賂

し
て
隠
れ
て
聴
き
、
帰
り
て
則
ち
義
章
を
緯
綴
す
。

将
に
講
を
罷
め
ん
と
す
る
に
、

測
は

あ
つ

西
明
寺
に
於
て
鐘
を
鳴
ら
せ
て
衆
を
召
め
、
唯
識
を
称
講
す
。
基
は
其
の
奪
人
の
心
有
る
を
廉
い
、
遂
に
測
の
講
訓
に
譲
る
。
奨

の
喩

伽
を
講
ず
る
に
還
た
前
に
同
じ
く
盗
聴
し
て
之
を
受
く
。
而
も
亦
た
基
に
後
れ
ざ
る
也
。
(同
、
七
二
七
中
)

も
と
よ
り
こ
れ
は
円
測
を
財
す
る
た
め
の
捏
造
に
過
ぎ
な
い
が
、
彫
せ
ら
れ
る
に
は
そ
れ
だ
け
の
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
慈
恩

大
師
基
と
円
測
と
の
間
に
、
更
に
は
慈
恩
寺
と
西
明
寺
の
間
に
、
人
脈
や
思
想
の
系
譜
の
上
で
何
ら
か
の
相
違
や
対
立
の
あ

っ
た
こ
と
が

(
9
)

こ
の
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
の
こ
と
を
確
か
め
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
主
と
し
て

『続
高
僧
伝
』
お
よ
び

『宋
高
僧
伝
』
な
ど
に
よ

っ
て
大
慈
恩
寺
に
関

わ

っ
た
人

々
に
関
す
る
記
事
を
渉
猟
し
て
お
き
た
い
。

結
論
を
先
に
言
え
ぼ
、
彼
ら
は
い
く

つ
か
の
類
型
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
今
、
そ
れ
を
大
別
す
る
な
ら
ば
、

O

慈
恩
寺
に
あ
り
、
訳
経
お
よ
び
研
究
に
従
事
し
た
人
々
。
い
わ
ば
唯
識
法
相
宗

の
正
統
派
と
考
え
ら
れ
る
も

の
。

⇔

慈
恩
寺
、
西
明
寺
の
両
寺
に
関
わ
る
も
の
。

⇔

密
教
と
の
関
係
の
深

い
も
の
。

の
三
種
に
区
分
で
き
る
。
観
察
の
視
点
に
よ

っ
て
は
更
に
別
の
方
法
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
上

の
方
法
に
よ
っ
て
以
下
に
概
観

を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
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O

慈
恩
寺
に
あ

っ
た
人
々
。

〈
釈
道
洪
〉
(五
七
一
～
六
四
九
)
姓
は
サ
氏
、
河
東
人
。
禅
定
寺
に
も
居
す
。
『
浬
葉
経
』

の
学
者
。
弘
福
寺
で
訳
経
に
従
い
、
慈
恩
寺
が

(
10

)

創
建
さ
れ
る
や
勅
を
奉
じ
て
移

っ
て
い
る
か
ら
後
半
生
は
玄
奨
と
共
に
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

〈
釈
義
褒
〉
(六

=

～
六
六
一
)
姓
は
醇
氏
、
常
州
晋
陵
の
人
。
興
皇
寺
法
朗

(五
〇
七
～
八
一
)
の
嗣

・
永
定
寺
小
明
法
師
か
ら
華
厳
と
大

般
若

を
学
び
、
曇
暖
や
慧
布
と
も
交
渉
が
あ

っ
た
。
「大
乗
経
論
無
所
不
通
」
と
い
い
、
ま
た

「有
空
双
遣
、
薬
病
斉
亡
」
と
い
わ
れ
る
。

(11

)

三
論
系
に
属
し
、
実
践
に
も
長
じ
た
学
僧
で
あ

っ
た
。
玄
奨

の
広
く
人
材
を
捜
揚
す
る
の
に
応
じ
て
入
寺
し
、
道
俗
の
信
を
集
め
た
。

〈
釈
智
勤
〉
(五
八
六
～
六
五
九
)
姓
は
朱
氏
。

仁
寿
の
置
塔
に
触
発
さ
れ
て
出
家
し
た
。

も

っ
ぱ
ら
維
摩
経
と
三
論
を
反
復
し
て
講
義
し
、

(
12

)

顕
慶

四
年

(六
五
九
)、
召
に
応
じ
て
慈
恩
寺
に
入
り
、
同
年
に
亡
く
な

っ
て
い
る
。

〈釈
道
因
〉
(五
八
七
～
六
五
八
)
姓
は
侯
氏
、
漢
陽
人
。

浬
葉
、
律
を
学
び
、
摂
論
を
崇
法
師
に
受
け
た
。
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
浬

葉
、
華
厳
、
大
品
、
維
摩
、
法
華
、
樗
伽
等

の
経
、
十
地
、
地
持
、
毘
曇
、
智
度
、
摂
大
乗
、
対
法
、
仏
地
等

の
論
、
四
分
等

の
律
に
及

(
13

)

び
、
外
典
に
も
広
く
通
じ
た
。
選
ぼ
れ
て
慈
恩
寺
に
入
り
、
玄
奨
と
共
に
梵
本
を
校
訂
し
、
証
義
に
当

っ
た
。

〈釈
寂
黙
〉
(～
八
〇
六
)
中
イ
ン
ド
の
人
。
貞
元
九
年

(七
九
三
)
ナ
ー
ラ
ソ
ダ
ー
寺
を
発

っ
て
興
善
寺
に
入
り
、
ま
た
慈
恩
寺
で
玄
奨
の

(
14

)

も
た
ら
し
た

『守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
』
の
翻
訳
に
従
事
し
た
。
智
真
が
訳
語
、
円
照
が
筆
受
、
澄
観
が
証
義
に
あ
た

っ
た
。

〈釈
普
光
〉
(生
卒
年
不
詳
)。
玄
奨
門
下
の
四
上
足
の

一
人
。
大
乗
光
と
称
さ
れ
た
。
玄
奨
訳
出
本
の
筆
受
と
し
て
活
躍
。
特
に
新
訳

『
倶

(
15
)

(
16

)

舎
論
』
を
受
け
、
そ
の
注
釈

『倶
舎
論
記
』
を
著
し
た
。
『寺
沙
門
玄
婁
上
表
記
』
に
よ
れ
ば
、
玄
奨
の
上
表
書
を
届
け
る
使
者
に
立
ち
、

(
17
)

ま
た
玄
葵
の
命
を
受
け
て
訳
出
経
論
の
記
録
を
作
成
し
て
い
る
。

〈
釈
靖
逸
〉
(生
卒
年
不
詳
)。
先
に
見
た
ご
と
く
、
玄
奨
の
帰
国
す
る
に
際
し
、
勅
に
よ
っ
て
弘
福
寺
の
建
立
に
関
わ
り
、
学
僧
の
選
抜
に

も
関
与
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
時
既
に
長
安
に
あ

っ
て
指
導
的
地
位
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
の
著

『古
今
訳
経
図
記
』
を
見
れ

(
18
)

(
19

)

ば
、
玄
契

の
訳
業
も
網
羅
し
て
い
る
か
ら
、
成
立
は
そ

の
没
後

の
こ
と
で
あ
る
。
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〈釈

嘉
尚
〉
(生
卒
年
不
詳
)。
戒
律
を
学
び
、
喩
伽
論
、
成
唯
識
論
な
ど
を
学
習
し
た
。

遅
れ
て
玄
奨
門
下
に
参
画
し
た
。
『
大
般
若
経
』

(
20
)

の
翻

訳
に
加
わ
り
、
傑
出
し
た
才
を
示
し
た
。
従
来

の
訳
業
を
整
理
し
、
玄
契
没
後
は
地
婆
詞
羅

の
訳
場
に
加
わ

っ
て
い
る
。

〈釈
彦
慷
〉
(生
卒
年
不
詳
)。
貞
観

(六
二
七
～
六
四
九
)
末
年
玄
奨
門
下
に
加
わ
る
。
「
才
は
光
、
宝
に
お
よ
ば
ず
」
と
い
わ
れ
、

専
ら
編

集

の
任
に
当

っ
た
。
慧
立
の
撰
し
た
『慈
恩
伝
』
が
未
完
に
終

っ
た
の
で
、
そ
れ
を
完
成
さ
せ
、
併
せ
て
序
文
を
書

い
た
。
現
存
す
る
『
慈

(21

)

恩
伝
』
十
巻
が
そ
れ
で
あ
る
。

〈
釈
義
忠
〉
(生
卒
年
不
詳
)り
姓
は
サ
氏
。
法
相
宗
第
二
祖
の
慧
沼

(六
五
〇
～
七
一
四
)
を
師
と
し
て
出
家
し
、
浬
葉
経
を
授
か
り
、
ま
た

四
分
律
、
十
二
門
論
を
学
ん
だ
。
慈
恩
大
師
基
の
盛
名
を
慕

り
て
そ
の
講
席
に
連
な
り
、
法
華
、
維
摩
、
百
法
、
因
明
、
倶
舎
、
成
唯
識
、

(
22
)

唯
識
道
等
に
通
じ
た
。
注
釈
も
多
く
撰
し
た
が
、
現
存
し
な
い
。

(
23
)

〈
釈
慧
明
〉
(生
卒
年
不
詳
)。
弘
福
寺
に
あ

っ
て
、
霊
潤
な
ど
と
共
に
証
義
に
あ
た

っ
た
。
の
ち
、
読
諦
僧
と
し
て
念
論
経
行
を
専
ら
と
し

て

い
菊

「

⇔

慈
恩
寺
、
西
明
寺
の
両
寺
に
関
わ
る
人
女

〈
釈
道
世
〉
(～
六
八
三
)
姓
は
韓
氏
、
伊
閾
人
。
律
宗
を
研
鐙
し
、
広
く
経
典
に
通
じ
た
。
顕
慶
中
八
六
五
六
～
六
六
〇
)、
高
宗
に
召
さ
れ

て
慈
恩
寺
に
入
り
、
訳
場
に
連
な

っ
た
。
西
明
寺
が
造
営
さ
れ
る
と
そ
ち
ら
に
移

っ
た
。
豊
富
な
経
典
の
引
用
か
ら
な
る

『
諸
経
要
集
』

(
25
)

や
仏
教
百
科
事
典
と
も
い
う
べ
き

『
法
苑
珠
林
』

の
他
、

『
四
分
律
討
要
』
、

『大
小
乗
禅
門
観
及
大
乗
観
』
な
ど
多
く
の
著
述
が
あ
り
、

道
宣
と
比
肩
さ
れ
る

一
代

の
学
僧
で
あ

っ
た
。

〈
釈
法
宝
〉
(生
卒
年
不
詳
)
玄
奨
の
訳
経
に
参
加
し
、
神
足
と
謳
わ
れ
た
。
し
か
し

『婆
沙
論
』、
『
倶
舎
論
』
な
ど
の
訳
文
に
批
判
的
で
、

『
倶
舎
論
疏
』
に
そ
う
し
た
姿
勢
が
反
映
し
て
い
る
。
長
安
三
年

(七
〇
三
)
西
明
寺
に
移
り
、
義
浄

(六
一二
五
～
七

一
三
)
の
訳
場
に
法
蔵

(六
四
三
～
七

=
一)
等
と
共
に
証
義
と
し
て
参
加
し
た
。
『
大
乗
捏
藥
経
疏
』
な
ど
の
著
述
も
あ
り
、
北
地
浬
葉
学
派

の
影
響
を
受
け
て
い



(26
)

る
ら
し
い
。
そ
れ
故
、
悉
有
仏
性
の
立
場
か
ら
法
相
宗
の
五
姓
各
別
の
思
想
に
批
判
的
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

〈釈
神
楷
〉
(生
卒
年
不
詳
)
姓
は
郭
氏
、
太
原
の
人
。

明
拘
の
弟
子
と
な
る
。
明
㈲
は
大
乗
㈲
と
も
呼
ば
れ
、
玄
奨

の
あ
と
、
弘
福
寺
で

訳
経

に
従
事
し
た
地
婆
詞
羅
に
従

っ
て
証
義
に
当

っ
て
い
る
。
『
摂
大
乗
論
』、
『
倶
舎
論
』
な
ど
を
講
義
し
て
才
有
り
、
『浄
名
経
疏
』
六

(27
)

巻
を
撰
し
た
。
慈
恩
、
西
明
の
両
寺
に
よ

っ
て
活
躍
し
た
。
「大
乗
基
の
法
門
の
猶
子
」
と
称
さ
れ
た
。

〈釈
慧
立
〉
(六
一
五
～
)
姓
は
趙
氏
、
天
水
の
人
。
慈
恩
寺
の
翻
経
大
徳
に
補
せ
ら
れ
、
の
ち
西
明
寺
の
都
維
那
に
任

ぜ
ら
れ
る
。
博
く

(28
)

儒
仏
道
の
三
教
に
通
じ
、
弁
舌
文
才
に
秀
れ
て
い
た
の
で
、
勅
に
よ
り
、
し
ば
し
ば
宮
中
あ
る
い
は
西
明
寺
で
討
論
を
行
な

っ
た
。
ま
た

(
29
)

玄
奨

の
功
績
を
讃
え
て
行
伝
を
著
し
た
が
未
完
に
終

っ
た
。
ま
た
、
護
法
の
僧
と
し
て
活
躍
し
た
。
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⇔

密
教
と
の
関
係
の
深
い
人
々

〈
金
剛
智
〉
(六
六
九
～
七
四
一
)
本
名
は
ヴ
ァ
ジ

ュ
ラ
ボ
ー
デ

ィ
。

南
イ
ン
ド
摩
頼
耶
国
の
出
身
。

ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
寺

な
ど
で
大
小
乗
の

諸
学
を
学
ん
だ
の
ち
、
西
イ
ソ
ド
で
喩
伽
三
密
陀
羅
尼
門
を
修
得
し
た
。

シ
ナ
仏
教
の
盛
ん
な
様
を
聞
い
て
開
元
己
未
歳

(七
一
九
)、
広

府
に
達
し
、
勅
し
て
慈
恩
寺
、

つ
い
で
薦
福
寺
に
入

っ
た
。
他
に
資
聖
寺
、
広
福
寺
な
ど
に
も
住
し
て
密
教
経
典
を
翻
訳
し
、
ま
た
住
す

(
30
)

る
所

の
寺
に
は
必
ず
大
曼
陀
羅
灌
頂
道
場
を
建
て
、
四
衆
を
度
し
た
と
い
う
。
不
空
、

一
行
、
義
福
な
ど
は
弟
子
に
当

る
。

〈
釈
義
福
〉
(六
五
八
～
七
三
六
)
姓
は
姜
氏
。

藍
田
の
化
感
寺
に
出
家
し
、

の
ち
慈
恩
寺
に
隷
す
。

神
秀

(六
〇
六
P
～
七
〇
六
)
門
下
の

英
傑

の

一
人
と
さ
れ
る
。
神
秀
は
所
謂
北
宗

の
開
祖
で
あ
る
が
、
実
際
に
長
安
で
開
法
し
た
の
は
普
寂

(六
五
一
～
七
三
九
)
で
あ
り
、
義

福
は
さ
ら
に
そ
の
後
を
継

い
で
北
宗
の
短

い
全
盛
期
を
現
出
せ
し
め
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
慈
恩
寺
で
金
剛
智
に
弟
子
の
礼
を
と
り
、

(31

)

そ
の
密
教
を
受
け
継
い
で
い
る
点
で
あ
る
。

〈
釈
道
堅
〉
(七
三
五
～
八
〇
七
)
姓
は
王
氏
、
丹
陽
人
。

牛
頭
慧
忠
に
従

い
、
の
ち
南
泉
山
に
隠
棲
し
、
ま
た
慈
恩
寺

に
留
ま
っ
た
。馳
詳

(
32

)

し
い
事
蹟
は
分
ら
な
い
。
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
四
に
も
慧
忠
の
弟
子
と
し
て
裏
州
道
堅
禅
師

の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
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以
上
、
慈
恩
寺
に
関
わ

っ
た
人
々
を
概
観
し
た
。
も
と
よ
り
全
て
を
尽
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
実
際
に
は
更
に
多
く
の
資
料
が
採
集

可
能
と
思
わ
れ
る
が
、
お
よ
そ
の
見
通
し
を
つ
け
る
に
は
十
分
で
あ
ろ
う
。
調
査
の
行
き
届
か
ぬ
点
に
つ
い
て
は
後

日
を
待
つ
と
し
て
、

こ
れ
を
ひ
と
ま
ず
要
約
す
る
な
ら
ば
、
玄
奨
門
下
は
大
き
く
二
派
に
分
か
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
そ
れ
は
慈
恩
寺
グ
ル
ー
プ
と
西
明
寺
グ
ル
ー
プ
と
で
あ
る
。
両
者
と
も
玄
婁
の
新
訳
を
中
心
と
し
て
法
相
唯
識
に
限
定
さ
れ
ぬ

該
博
な
知
識
を
も

っ
て
新
た
な
思
想
展
開
を
果
た
し
て
い
る
様
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
両
者
の
思
想
的
な
立
場
の
相
違

に
つ
い
て
は
後
節
に

譲

る
が
、
玄
婁
教
学
保
守

の
中
心
地
で
あ

っ
た
慈
恩
寺
自
体
も
や
が
て
密
教
化
し
、
諸
宗
を
融
合
し
た
実
践
仏
教
の
拠
点
と
な

っ
て
い
く

こ
と
も
あ
わ
せ
観
察
で
き
た
。

密
教
の
本
格
的
な
伝
来
自
体
、
既
に
玄
　
没
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
新
た
な
帝
室
仏
教
と
し
て
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
る
こ

と

に
な
る
。

つ
ま
り
金
剛
智
に
よ

っ
て
シ
ナ
仏
教
は

一
挙
に
密
教
色
を
強
め
て
行
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
影
響
の
範
囲
の
中
に
シ

ナ
禅
宗
の
特
に
北
宗
大
智
禅
師

・
義
福
が
属
す
る
こ
と
は
吐
蕃
仏
教
、
特
に
摩
訂
術
禅
師
と
の
関
連
を
考
え
る
上
か
ら
も
、
注
目
し
て
よ

(
33
)

い
だ

ろ
う

。

(
8
)

『
宋
高
僧
伝
』
巻

四
、
大
正

五
〇
、
七

二
五
中
以
下
。

(
9
)

江
田
俊
雄

『
朝
鮮
仏
教
史

の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、

一
九
七
七
、

二
〇
七
頁

以
下
。
吉

田
道
興

「
西
明
寺
円
測

の
教
学
」
印
仏
研

二

五

・
一
、
東
京
、

一
九
七
六
、

二
六
六
頁
。

(
10
)

『
続
高

僧
伝
』
巻

一
五
、
大
正

五
〇
、

五
四
七
上
～
下
。

拙
稿

「
初
期

の
習
禅
者
⇔
」

六

一
頁
。

(
11
)

同
右
、
大
正
五
〇
、

五
四
七
下
。
同
、
巻

一
五
、
五
四
七
中
以

下
。

(
12
)

同
右
、
巻

二
四
、
大

正
五
〇
、

六
四
三
上
、
中
。

(
13
)

『
宋
高
僧
伝
』
巻

二
、
七

一
六
下
～
七

一
七
中
。

(
14
)

同
右
、
巻

三
、
七

二

一
上
。

(
16
)

同
右
、
巻

四
、
七

二
七
上
。

(
16
)

『
寺
沙
門
玄
婁
上
表
記
』
大
正
五

二
、
八

二
三
中
、
下
。

(
17
)

『
仏
祖
歴
代
通
載
』
巻

=

一、

大
正
四
九
、

五
八

一
上
。
『
釈

氏
稽
古
略
』
巻
三
、

大
正
四
九
、

八

一
四
中

。
『
寺
沙
門
玄
奨
上

表

記
』
大

正
五
二
、

八
二
三
中
以
下
。

(
18
)

『
古
今
訳
経
図
記
』
大
正
五
五
、
三
六
七
上

～
下
。

(
19
)

『
宋
高
僧
伝
』
巻

四
、

七

二
七
下
、

七

二
八
上

。
『
新
唐
書
』

巻

五
九
。
『
全
唐
文
』
九
〇
五
参
照
。

(
20
)

『
宋
高
僧
伝
』
巻

四
、
七

二
八
中
。



(21
)

同
右
、
七
二
八
下
。

(22
)

同
右
、
七

二
九
下
。

(23
)

同
右
、
七
二
七
下
、

七
二
八
上
。
『
新
唐
書
』
巻
五
九
。
『
全
唐

文
』
九
〇
五
参

照
。

(
24
)

『
宋
高
僧

伝
』
巻

二
四
、

八
六
二
下
。

(25
)

同
右
巻
四
、

七

二
六
下
、

七

二
七
上
。
『
新
唐
書
』
巻

五
九
。

『
全
唐
文
』
九

=

一。

(
26
)

『
宋
高
僧

伝
』
巻

四
、

七
二
七
上
、
中
。

(
27
)

同
右
、
七
三
〇
下
。

(28
)

『
集
古
今
仏
道
論

衝
』
巻

丁
、
大
正

五
二
、

三
九
三
中
。

(29
)

前
掲
、
釈
彦
保
章

参
照
。
『
宋
高
僧
伝
』
八

一
三
上
。
『
全
唐
文
』

九
〇
七
。
『
慈
恩
伝
』
巻

一
〇
、

大
正

五
〇
、

二
七
八
中
以
下
参

照
。

(
30
)

『
宋
高
僧
伝
』
巻

一
、

七

=

中
以
下
。

(31
)

同
右
、
巻

九
、
七

六
〇
中
、
下
。
厳
挺
之

「
大
智
禅
師
碑
銘
井

序

」
『
全
唐
文
』
巻

二
八
〇
。
陽
伯
成

「
大
智
禅
師
碑
陰
記
」
『
全

唐
文
』
巻
三
三

一
。

杜
豊

「
大
智
禅
師
塔
銘
」

『
唐
文
拾
遺
』
巻

一
九
。
『
旧
唐

書
』
巻

一
九

一
、
神
秀
伝
。

(
32
)

『
宋
高
僧
伝
』
巻

一
〇

、
七

六
七
上
。

(
33
)

『
頓
悟
大
乗
正
理
決
』

に

い
う
、

「
摩
詞
術
依
止
和
上
、

法
号

降

魔
、
小
福
、
張
和
上
。

准
仰
大
福

六
和
上
。
同
教
示
大
乗
禅
門
。

自
従
聞
法
已
来
、

経
五

六
十
年
。

(勺
。
毎
o
け

心
罐
ρ

栖

嵩
①
7

一
零

9
)
」

こ
れ
ら

の
人
物

の
同
定
に

つ
い
て
は
諸
説
あ

る
が
決

定

を
見

て
い
な

い
。
柳
田
聖

山

『
初
期
禅
宗
史
書

の
研
究
』
法
蔵
館
、

一
九

六
七
、

四
六
〇
頁
参
照
。

三

西
明
寺
の
ひ
と
び
と

西明寺と吐藩仏教

先

に
引
用
し
た

『宋
高
僧
伝
』
西
明
寺
円
測
伝
に
は
続
け
て
次
の
よ
う
に
い
う
、

お
よ

そ
ん
け
い

高
宗
の
末
、
天
后

(武
則
天
)
の
初
め
に
諮
び
、
義
解

の
選
に
応
じ
て
訳
経
館
に
入
る
。
衆
は
皆
推
掘
せ
り
。
大
乗
の
顕
識
等
の
経
を
翻

く
ら

ぶ

と
こ
ろ

ず

る
に
及
ん
で
、
測
は
証
義
に
充
た
り
、
薄
塵

・
霊
弁

・
嘉
尚
と
そ
の
駕
を
方
る
依
な
り
。
著
す
所
の
唯
識
疏
砂
は
経
論
を
詳
解
し
、

天
下
に
分
行
せ
り
。

(巻
四
、
大
正
五
〇
、
七
二
七
中
)

95
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釈
円
測
は
先
に
見
た
通
り
西
明
寺
に
居
し
て
慈
恩
大
師
基
の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
独
自
の
思
想
を
鼓
吹
し
た
。
そ

の
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
、
や
や
迂
路
に
わ
た
る
が
前
節
に
引
き
続
い
て
西
明
寺
に
居
し
た
人
々
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

こ
の
う
ち
慈
恩
寺
に

も
関
係
す
る
人
物
に
つ
い
て
は
前
節
で
取
り
上
げ
た
の
で
こ
こ
で
は
反
復
し
な
い
。

O

翻
訳
、
研
究
な
ど
に
従
事
し
た
人
々

〈
釈
道
宣
〉
(五
九
六
～
六
六
七
)
姓
は
銭
氏
、
丹
徒
の
人
。
大
業

一
一
年

(六
一
五
)
大
禅
定
寺
の
智
首
律
師
に
つ
い
て
具
足
戒
を
受
け
る
。

終
南
山
に
あ

っ
て
専
ら
四
分
律

の
研
究
と
指
導
に
当

っ
た
。
彼
の
起
し
た
律
宗
を

一
名
南
山
律
宗
と
称
す
る
。
玄
奨

の
帰
国
に
伴
い
、
弘

福
寺
に
於
け
る
訳
経
の
筆
受
、
潤
文
を
受
け
持

っ
た
。
の
ち
西
明
寺
が
出
来
る
と
玄
奨
と
共
に
移
り
上
座
を
務
め
て
い
る
か
ら
、
記
録
に

は
無

い
も
の
の
慈
恩
寺
に
も
逗
留
し
て
い
た
ら
し
い
。

玄
奨
没
後
、
終
南
山
に
帰
り
、

以
後
著
述
に
専
念
し
た
。
『
広
弘
明
集
』、
『
続
高

(
34
)

僧
伝
』
、
『
四
分
律
行
持
砂
』
、
『
大
唐
内
典
録
』
な
ど
、
時
代
を
集
約
す
る
意
義
を
持

つ
卓
越
し
た
大
著
を
多
数
も
の
し
た
。

〈
釈
玄
則
〉
(生
卒
年
不
詳
)。
麟
徳
二
年
(六
六
五
)
、
釈
会
隠
等
と

一
切
経
の
中
か
ら
精
義
玄
文
を
略
出
し
て
三
十
巻
と
し
、
『禅
林
要
砂
』

と
名
付
け
た
と
い
聡

〈
釈
慧
琳
〉
(七
三
七
～
八
二
〇
)
姓
は
斐
氏
、
疎
勒
国
人
。

不
空
三
蔵

の
弟
子
と
な
り
、

広
く
渉
典
し
て

『
一
切
経
音
義
』
百
巻
を
造

っ

た
・
同
書
は
西
明
寺

の
経
蔵
に
置
か
れ
・
人

々
2

ポ
仰
の
対
象
と
な

っ
た
と
い
塗

〈
釈
霊
○
〉
(生
卒
年
不
詳
)。
乾
封
中

(六
六
六
～
七
)
西
明
寺
の
道
宣
の
法
席
に
連
な
る
。
講
義
を
採
集
し
て

『
四
分
律
刑
補
砂
決
』
、
『
四

(
37
)

分
律
軽
重
訣
』
な
ど
を
撰
し
た
。

(
39
)

(
40
)

(
38
)

〈
釈
嵩
業
〉
(生
卒
年
不
詳
)。
道
岸
律
師

(六
五
四
～
七

一
七
)、
名
恪
律
師
と
同
じ
く
道
宣
の
後
継
者
で
あ
る
文
綱
律
師

(六
三
六
～
七
二
七
)

の
弟
子
に
あ
た
る
。
文
綱
以
下
の
門
人
も
西
明
寺
に
あ

っ
た
と
考
え
て
よ
い
が
、
確
実
な
記
録
は
な
い
。
容
宗
は
勅
し
て
安
国
寺
を
造
り
、

(
41

)

嵩
業
は
帝
の
た
め
に
菩
薩
戒
を
授
け
た
。



〈
釈
乗
如
〉
(生
卒
年
不
詳
)。
不
空
三
蔵
の
訳
場
に
連
な
る
。
律
部
に
長
じ
、
講
義
を
得
意
と
し
た
。
従
来
亡
僧
の
財
産

は
官
庫

に
入

っ
て

(
42

)

い
た
の
を
律
の
規
程
に
従
い
、
、僧
伽
物
に
す
る
よ
う
に
改
め
さ
せ
た
。
西
明
寺
安
国
寺
の
上
座
と
な

っ
た
。

〈釈
円
照
〉
(生
卒
年
不
詳
)。
姓
は
張
氏
、
長
安
藍
田
の
人
。
西
明
寺
景
雲
律
師
に
受
業
し
、
維
摩
、
法
華
、
因
明
、
唯
識
、
浬
梨
、
中
観
、

華
厳

に
通
じ
た
。
大
暦
十
三
年

(七
七
八
)、
四
分
律

の
旧
疏

(『成
実
論
』
に
よ
る
法
砺
律
師
の
疏
)
と
新
疏

(『倶
舎
論
』
等
に
よ
る
懐
素
律
師
の

(
43
)

『
開
四
分
律
宗
記
』)
の
対
立
を
和
合
す
る
た
め
に
安
国
寺
に
臨
壇
大
徳
十
四
名
を
集
め
是
非
を
定
め
中
心
的
役
割
を
果

た
し
た
。

(
44
)

〈
釈
威
秀
〉
(生
卒
年
不
詳
)。
龍
朔
二
年

(六
六
二
)
高
宗
よ
り

「沙
門
等
致
拝
君
親
勅
」
が
出
さ
れ
、

そ
れ
に
対
し
て
上
表
文
を
提
出
し
、

ま
た
西
明
寺
に
衆
徒
を
集
め
て
謀
議
を
行
な

っ
た
。
威
秀
は
道
宣
、
会
隠
な
ど
と
共
に
反
対
派
の
急
先
鋒
と
な

っ
て
活
躍
し
た
。
そ
の
結

果
、
「時
に
大
帝
、
六
月
に
至
り
、
勅
し
て
君
を
拝
せ
ず
、
父
母
を
拝
せ
し
む
。

尋
い
で
ま
た
廃
止
す
。

秀

の
法
の
為

に
す
る
こ
と
、
実

(45
)

に
身

を
忘
る
と
謂
わ
ん
か
。
」
と
記
さ
れ
る
如
く
沙
汰
や
み
と
な

っ
た
。

君
親
と
僧
侶
の
関
係

の
問
題
は
直
接
戒
律

の
問
題
で
も
あ
る
。

西
明
寺
が
護
法
運
動

の
拠
点
と
な

っ
た
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
南
山
律
宗
の
中
心
地
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
時
代
を
代
表
す
る
有
力
寺
院
で

あ

っ
た
こ
と
の
表
わ
れ
で
も
あ
る
。
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⇔

求
法
お
よ
び
伝
法

〈釈
義
浄
〉
(六
三
五
～
七
一
三
)
姓
は
張
氏
、
萢
陽

の
人
。
西
域
求
法
の
志
あ
り
、
威
享
二
年

(六
七
一
)
渡
印
し
、
二
十
五
年
を
経
て
三

十
余
国
を
巡
り
帰
国
し
た
。

初
め
実
叉
難
陀
と

『
華
厳
経
』
を
訳
し
、

次
い
で
福
先
寺
、
西
明
寺
で

『金
光
明
経
』
、
『
金
剛
般
若
経
』
、

『
弥
勒
成
仏
経
』、
『
根
本
有
部
律
』
な
ど
を
翻
訳
し
た
。
そ
の
時
期
は
長
安
癸
卯
年

(七
〇
三
)
か
ら
神
龍
元
年

(七
〇
五
)
と
さ
れ
る
か
ら

帰
国
後
は
や
い
時
期
に
属
す
る
。
沙
門
波
儲
、
復
礼
、
慧
表
、
智
積
等
が
筆
受
、
証
文
し
、
沙
門
法
宝
、
法
蔵
、
徳
感
、
勝
荘
、
神
英
、

仁
亮
、
大
儀
、
慈
訓
等
が
証
義
し
た
。

そ
の
後
は
大
薦
福
寺
な
ど
で
翻
訳
を
継
続
し
た
。
『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』
、
『南
海
寄
帰
内
法

(
46
)

伝
』

な
ど
の
著
が
あ
る
。
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く
に

〈釈
乗
恩
〉
(生
卒
年
不
詳
)。

西
明
寺
に
隷
す
。
天
宝
末

(七
五
五
)
よ
り
起

っ
た
安
史

の
乱
を
姑
蔵
に
避
け
、
完
虜

の
封
の
経
論
の
学
を

か
ん
た
ん

つ
と

や
や

尚
ぶ
の
を

嵯

し
、
衆
を
教
化
し
た
。
「学
を
好
む
は
智
に
近
づ
き
、
行
に
力
む
る
は
仁
に
近
づ
く
。

仁
智
稽
成
れ
ば
、

是
れ
名
を
殊
に

し
実
を
同
じ
う
す
。」
と
い
う
か
ら
、
儒
仏

一
致
の
立
場
で
あ

っ
た
。
『百
法
論
疏
』
井
び
に
紗
を
撰
し
、
西
土
に
行
わ

れ
た
。
そ
の
法
は

慈
恩
大
師
基
を
祖
と
し
、
義
忠
を
宗
と
す
る
忠
実
な
祖
述
で
あ

っ
た
。
没
後
も
、
弟
子
が
伝
布
し
、
威
通
四
年

(八
六
三
)、
西
涼
僧
法
信

が
そ

の
著
述
を
表
進
し
た
と
こ
ろ
高

い
評
価
を
得
た
と
い
鷺

⇔

密
教
系
の
人
々

〈
善
無
畏
〉
(六
三
七
～
七
三
五
)
中
イ
ン
ド
の
人
、
本
名
は
シ
ュ
バ
カ
ラ
シ
ン
ハ
。
「解
は
五
乗
を
究
め
、
道
は
三
学
を
該
ね
、
総
持

・
禅

観
は
妙
に
そ
の
源
に
達
す
。

芸
術
技
能
悉
く
聞

い
て
精
錬
す
。
」
と
い
う
。

ナ
ー
ラ
ソ
ダ
ー
寺
院
に
詣
り
、
ダ
ル
マ
グ
プ
タ
に
出
会
い
、

総
持
喩
伽
三
密
教
を
受
け
た
。
そ
の
内
容
は
、
「
其
の
諸
の
印
契
は

一
時
に
頓
に
受
け
、

即
日
灌
頂
し
て
人
天
の
師
と
な
り
、

称
し
て
三

蔵
と

い
う
。
夫
れ
三
蔵

の
義
は
、
則
ち
内
に
は
戒
定
慧
と
為
し
、
外
に
は
経
律
論
と
為
し
、
陀
羅
尼
を
以
て
之
を
総
摂
す
る
な
り
。
陀
羅

尼
と
は
是
れ
菩
提
即
疾
の
輪
、
解
脱
の
吉
祥
の
海
な
り
。」
と
い
わ
れ
る
。

師
の
命

に
よ
り
シ
ナ
に
向
か
い
、

カ
シ
ミ
ー
ル
か
ら
吐
蕃
を

通

っ
て
、
開
元
四
年

(七

一
六
)
長
安
に
着
い
た
。
勅
し
て
興
福
寺
、
西
明
寺
、
菩
提
院
に
住
し
、
ま
た
福
先
寺
に
あ

っ
て

『
大
日
経
』
な

(
48
)

ど

を

翻

訳

し

た

。

弟

子

に

一
行

な

ど

が

あ

る
。

〈
釈

智

慧

〉

(生
卒
年
不
詳
)
北

イ

ソ
ド

の
人

、
本

名

は

プ

ラ
ジ

ュ

ニ
ャ

ー
。

ナ

ー

ラ

ン
ダ

ー

寺

院

に
詣

り

顕
教

の
諸

学

を
受

け
、

ま

た
智

護

、

進

友

、

智

友

の

三
大

論

師

に
依

承

し

た

。

の
ち

、
灌

頂

師

・
ダ

ル

マ
ヤ

ク

シ

ャ
よ

り

喩

伽

法

、

入
曼

陀

羅

三
密

、

護

身

五
部

印

契

を

授

か

っ
た
。

シ

ナ

へ
の
伝

教

を

志

し
、

貞

元

二

年

(
七
八
六
)
長
安

に

到

着

し

た
。

同

八
年

、

勅

し

て

西

明
寺

に

入

り
、

京

城

の
大

徳

に

し

(
49

)

て
衆

に
抜
き
ん
で
た
も
の
を
集
め
て
彼
と
共
に

『
理
趣
経
』
な
ど
の
翻
訳
の
業
に
当
ら
せ
た
。

〈仏
陀
波
利
〉
(生
卒
年
不
詳
)
北
イ
ン
ド
の
人
。
儀
鳳
元
年

(六
七
六
)、
五
台
山
を
巡
礼
し
、
霊
験
に
あ
い
、
『仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
を



招
来
し
、
西
明
寺
で
翻
訳
し
た
と
言
う
。
恐
ら
く
は
北
イ
ソ
ド
お
よ
び
中
央
ア
ジ
ア
の
戦
乱
を
避
け
て
シ
ナ
に
来
た
実
践

家
の
一
人
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
時
に
保
持
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
暗
論
し
て
い
た
短
編
経
典

一
本
を
提
供
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
密

教
を
求
め
る
時

(50
)

代

の
要
請
に
適

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

〈釈
良
秀
〉
(生
卒
年
不
詳
)
姓
は
郭
氏
、
蒲
津

の
人
。
般
若
三
蔵
と
共
に

『
理
趣
経
』
を
翻
訳
し
、

次
い
で
徳
宗
の
勅
を
奉
じ
て

『
大
乗

理
趣
六
波
羅
蜜
多
経
疏
』
十
巻
を
造

っ
た
。
そ
の
上
表
文
に
い
う
、
「此
の
経
は
如
来
の
密
印
、
群
生
の
度
門
な
り
。
白
馬
の
宝
函
を
得
、

青
龍
の
秘
蔵
を
啓
㌔

是
れ
笙

藷

な
死

理
は
笙
讐

去
久

最
後
乗
に
於
蕪

分
別
を
説
鉱

」
範

『続
開
元
録
』
巻
宍

『
貞

元
釈
教
録
』
登

七
に
も
上
表
文
が
採
録
さ
れ
て
お
軌

そ
こ
で
は

茜

明
寺
主
賜
紫
沙
門
良
秀
」
な
ど
と
な

っ
て
い
華
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㈲

禅
宗
系
統
の
人
女

〈釈
静
之
〉
(六
〇
四
～
六
六
〇
)
姓
は
趙
氏
、
雍
州
高
陵
人
。
『
金
剛
経
』
に
感
ず
る
所
あ
り
、
江
禅
師
に
禅
観
を
習
す
。

顕
慶
三
年

(六

五
八
)
召
さ
れ
て
西
明
寺
に
入
り
、
新
た
に
禅
府
を
建
立
し
た
。
『
諸
家
観
門
』

一
巻
を
撰
し
、
後
学
が
重
ん
じ
た
と
い
う
。
禅
観
に
関
す

(53

)

る
要
略
文
で
あ
ろ
う
。

〈
釈
無
業
〉
(七
六
〇
～
八
一二

)
姓
は
杜
氏
、
商
州
上
洛

の
人
。

開
元
寺
志
本
禅
師
に
師
事
し
、

金
剛
、
法
華
、
維
摩
、
思
益
、
華
厳
を

授
か
る
。

『四
分
律
疏
』
お
よ
び

『
浬
葉
経
』
を
講
義
し
、
令
名
高

か
っ
た
。

の
ち
馬
祖
道

一
(七
〇
九
～
七
八
八
)
の
下
で
開
悟
し
た
。

「三
乗

の
文
学
の
ご
と
き
に
至

っ
て
は
ほ
ぼ
そ
の
旨
を
窮
め
た
り
。
嘗
て
聞
く
、
禅
門
は
即
心
是
仏
な
り
と
、
実
に
未
だ
了
る
能
わ
ず
。」

と
い
う

か
ら
、
ほ
ぼ
そ
の
思
想
的
位
置
付
け
が
分
る
。
の
ち
諸
国
を
遊
歴
し
、
西
明
寺
に
も
立
ち
寄

っ
た
が
、
貴
顕
と
の
親
近
を
嫌

っ
て

(
54
)

遍
歴
を
続
け
た
。

(
55
)

〈
釈
恵
安
〉
(生
卒
年
不
詳
)。

先
見
の
通
が
あ

っ
た
。

神
龍
中

(七
〇
五
～
七
)
京
兆
に
遊
び
神
通
力
を
示
し
て
相
国
を
救

っ
た
と
言
う
。

『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
四
に
は
嵩
岳
恵
安
国
師
の
伝
を
載
せ
、
神
龍
二
年
に
中
宗
よ
り
紫
袈
裟
を
賜

っ
た
と
い
う
。
生
卒
年
は
晴
開
皇
二
年
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(五
八
二
)
か
ら

唐

景

龍

三
年

(七
〇
九
)
と

さ

れ

る

か

ら

、

時

期

は

符

合
す

る
。

あ

る

い
は
同

一
人

物

で
あ

る

か
も

し

れ
な

い
。

以
上
、
論
述

の
都
合
で
九
世
紀
以
降
の
人

々
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
各
所
に
散
見
す
る
細
か
い
資
料
を
全
て
網
羅

し
た
訳
で
も
な
い
。

(
56
)

例
え
ぱ
、
『
法
苑
珠
林
』
巻
百
に
は
西
明
寺
に
居
し
た
法
雲
、
道
宣
、

玄
則
、

道
世
な
ど
の
活
発
な
著
作
活
動
の

一
端
を
披
歴
す
る
が
、

そ

こ
に
見
ら
れ
る
未
知
の
人
物
な
ど
は
追
跡
し
て
い
な
い
。

た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
を
通
じ
て
顕
著
に
見
え
て
く
る
の
は
、
ま
ず
道
宣
を
中
心
と
す
る
南
山
律
の
戒
律
に
関
す
る
多
数
の
著
述
と

実
践

の
経
過
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
西
明
寺
の
性
格
を
規
定
し
、
ま
た
そ
こ
に
あ

っ
た
人
々
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
こ
と
は
否
め
な
い
。

次

に
、
『
法
苑
珠
林
』
な
ど
の
総
合
的
立
場
か
ら
の
大
著
が
あ
り
、
『広
弘
明
集
』
な
ど
、
当
時
の
社
会
的
動
向
全
体

へ
の
視
点
を
持

つ

著
述

の
持

つ
意
義
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
小
部
で
は
あ
る
が
禅
観
に
関
す
る
述
作
は
多
く
の
人
が
手
掛
け
て
お
り
、

ひ
と
つ
の
時
代
精
神

(
57
)

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

例

え
ぼ
そ

の
禅
観
に
関
し
て
、
『善
無
畏
三
蔵
和
尚
碑
銘
井
序
』
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
、

嵩
岳
会
善
寺
敬
賢
禅
師
、
無
畏
三
蔵
に
従

い
て
菩
薩
戒
掲
磨
儀
軌
を
受
く
。
大
乗
微
妙
の
要
旨
を
諮
問
す
。
西
明
寺
恵
驚
禅
師
は
撰
集

し
て

一
巻
と
為
す
。
禅
要
是
れ
也
。
彼

の
敬
賢
は
恐
ら
く
神
秀
禅
師
門
の
資
敬
禅
師
の
事
か
。
彼
の
禅
要
は
恵
驚
禅
師
の
撰
す
る
と
こ

ろ
。

一
行
禅
師
再
治
を
加
え
り
。

(大
正
五
〇
、
二
九
二
上
)

つ
ま
り
西
明
寺
で

『
禅
要
』
が
作
ら
れ
、
そ
れ
は
善
無
畏
を
受
け
た
北
宗
系
の
資
敬
禅
師
の
諮
問
を
ま
と
め
た
も

の
で
、
そ
れ
を
更
に

一
行
が
再
治
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
禅
密
が
西
明
寺
を
媒
介
に
融
合
し
て
い
る
事
実
の

一
端
が
明
ら
か
で
あ
る
。

ま

た
、
慈
恩
寺
以
上
に
イ
ン
ド
か
ら
の
密
教
の
受
け
入
れ
が
頻
繁
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
義
浄

に
よ
る
八
十
巻
本

『華
厳
経
』
や

『金



光
明
経
』
な
ど
の
翻
訳
が
、
西
明
寺
に
住
す
る
人

々
の
思
想
傾
向
に
影
響
を
与
え
た
の
は
蓋
し
必
然
と
い
え
よ
う
。
お
し
な
べ
て
、
西
明

寺
系
の
方
が
そ
の
後
も
積
極
的
に
新
思
想
を
吸
収
し
続
け
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
、
そ
し
て
こ
う
し
た
新
し
い
動

き
が
慈
恩
寺
と
の

乖
離
を
増
幅
し
、
長
安
に
新
た
な
仏
教
を
形
成
し
、
更
に
そ
れ
が
中
央
ア
ジ
ア
に
も
波
及
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
う
し
た
西
明
寺

の
位
相
を
明
ら
か
に
す
る
上
か
ら
も
、
極
め
て
重
要
な
学
僧
が
上
山
大
峻
氏
に
よ

っ
て
敦
燵
文
献
の
中

(
58
)

か
ら
発
見
さ
れ
、
そ
の
思
想
史
的
意
義
が
確
認
さ
れ
た
。
八
世
紀
後
半
に
敦
燈
に
あ

っ
た
曇
暖
で
あ
る
。

彼
の
主
著
の
ひ
と

つ
で
あ
る

『
大
乗
百
法
明
門
論
開
宗
義
決
』
(大
正
八
五
、

一
〇
六
八
上
)
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
は
じ
め
唯
識
と
倶
舎
を

学
習
し
、
長
安
西
明
寺
で
起
信
論
、
金
剛
般
若
を
学
ん
だ
。
折
り
し
も

「当
澆
薄
之
時
、
属
歎
虞
之
代
」
と
い
う
か
ら
安
史
の
乱
に
遭
遇

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
難
を
避
け
て
河
西
に
向
か
い
、
幅
広

い
著
述
を
続
け
な
が
ら
や
が
て
敦
煙
に
た
ど
り
着
き
、
そ
こ
で
吐
蕃
の
占
領
を

受
け
た
の
で
あ
る
。

そ
の
思
想
的
特
徴
は
、
「慈
恩
、
道
気

(六
六
八
～
七
四
〇
)
の
唯
識
家
が
、
応
理
円
実
宗
を
是
と
す
る
二
宗
義
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、

そ
れ
を
承
け
な
が
ら
も

一
歩
を
進
め
、

法
性
円
融
宗

へ
の
傾
き
を
示
し
て
い
る
。
」
と
さ
れ
、

さ
ら
に

「自
ら
は
む
し
ろ
如
来
蔵
真
識
を

(
59
)

認
め
、
性
相
融
会
を
語
る
法
性
円
融
宗
に
立
場
を
置
く
特
色
が
認
め
ら
れ
る
。
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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(
34
)

『
宋
高
僧
伝
』
巻

一
四
、
大

正
五
〇
、

七
九
〇
中
以
下
。

(
35
)

同
右
、
巻
四
、

七

三
〇
下
、

七
三

一
上

。
『
広
弘
明
集
』
巻

二

〇
、
大
正

五
二
、
二
四
五
上
～

二
四
六
上

に
玄
則

の

『
禅
林
妙
記
』

前
集
序
な
ら
び
に
後
集
序

が
収

め
ら

れ
て
い
る
。

(
36
)

『
宋
高
僧
伝
』
巻
五
、

七
三
八
上
。

な

お
、
『
一
切
経
音
義
』

序

(大
正

五
四
、
三

=

上
)

に
も
略
伝

を
附
す
。

(
37
)

『
宋
高
僧
伝
』
巻

一
四
、
七
九
四
下
、

七
九
五
上
。

(
38
)

同
右
、
巻

一
四
、
七
九
三
上
～
下
。

(39
)

同
右
、

七
九

二
中
。

(40
)

同
右
、
巻

一
四
、
七
九

一
下
～
七
九

二
中
。

(41
)

同
右
、
巻

一
四
、
七
九

一
下
～

八
九

二
中
。

(42
)

『
宋

高
僧
伝
』
巻

一
五
、

八
〇

一
下
。

(43
)

『
宋
高
僧
伝
』
観

一
五
、

八
〇
四
中
～
八
〇

五
下
。

(44
)

『
広
弘
明
集
』
巻

二
五
、
大
正
五

二
、

二
八
四
上
～
下
。

(45
)

『
宋

高
僧
伝
』
巻

一
七
、

八

=

一中
。
道
端

良
秀

『
唐
代
仏
教

史

の
研
究
』
、
法
蔵
館
、

一
九

五
七
、

三
三
五
頁
以
下
参
照
。
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(
46
)

『
宋
高
僧
伝
』
巻

一
、
七

一
〇
中
～
七

一
一
中
。

(
47
)

『
宋
高
僧
伝
』
巻

六
、
七
四
三
上
、
中
。
竺
沙
雅
章

『
中
国
仏

教
社
会
史
研
究
』
、
同
朋
舎

、

一
九
八
二
、

三
九
九
頁
。

(
48
)

『
宋
高
僧
伝
』
巻

二
、
七

一
四
中
～
七

一
六
上
。

(
49
)

同
右
、
七

一
六
上
～
下
。

(
50
)

同
右
、
七

一
七
下
～
七

一
八
上

。
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
序

、

大
正

一
九
、

三
四
九
中
、

下
。
『
開
元
釈
経
録
』
巻
九
、

大
正
五

五
、
五
六
五
上
参
照
。

(
51
)

大
正
五
五
、
七
六
二
下
。

(
52
)

同
右
、
八
九

二
中
以

下
。

(
53
)

『
続
高
僧
伝
』
巻

二
〇
、
大

正
五
〇
、
六
〇

二
上
。

(
54
)

『
宋
高
僧
伝
』
巻

=

、

七
七

二
下
～
七
七
三
上
。

『
景
徳
伝

灯

録
』
巻

八
に
も
伝
が
見
え
る
。

(
55
)

『
宋
高
僧
伝
』
巻

一
九
、
八

二
九
下
。

(
56
)

『
法
苑
珠
林
』
巻
百
、
大
正

五
三
、

一
〇

二
三
中
～

一
〇

二
五

上
。

(
57
)

他

に
、

禅
宗

に
関
す
る
記
事
と
し
て
は
、

『
景
徳
伝
灯
録
』
巻

四
、
鳥
案
道
林
章

に
、
彼
が
荊
州
果
願
寺

で
受
戒

し
た
後
、
長
安

西
明
寺

に
復
礼
法
師
に
詣
り
、
華

厳
経
、
起

信
論
を
学

ん
だ

こ
と

を
記
す
。

(
58
)

上
山
大
峻

『
敦
煙
仏
教

の
研
究
』
法
蔵
館

、

一
九
九
〇
、

一
七

頁
～

八
頁
。

(
59
)

同
、

六
九
頁
。

四

「
大
乗
」
と

い
う
名
前
を
め
ぐ

っ
て

曇
瞬
と
同
じ
く
、
沙
州
陥
落
時

(七
八
七
)
に
敦
煙
に
あ
り
、
そ
れ
が
機
縁
と
な

っ
て
吐
蕃
に
わ
た
り
、
そ
こ
で
シ
ナ
禅
宗
を
開
宗
し
た

の
が
摩
詞
衛
禅
師
で
あ
る
。
こ
の
人
物
の
シ
ナ
に
お
け
る
事
蹟
に
つ
い
て
は
従
来
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か

っ
た
。
し
か
し
、

慈
恩
寺
お
よ
び
西
明
寺
に
属
し
た
人

女
を
概
観
す
る
う
ち
、
そ
こ
に
は

「大
乗
」
の
名
を
冠
せ
ら
れ
る
人
物
の
多

い
の
に
気
づ
い
た
。
こ

の
こ
と
が
、
あ
る
い
は
摩
詞
術
の
出
自
に
つ
い
て
も
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
摩
詞
術
、
あ
る
い
は
大
乗

と
い
う
名
に
つ
い
て
調
査
を
行
な

っ
て
お
き
た
い
。

(
60
)

古

く
は

『古
今
訳
経
図
記
』
巻
四
、
に

「沙
門
摩
詞
乗
、
西
域
人
」
な
る
記
録
が
あ
る
。
も

っ
と
も
時
代
は
斉
の
永
明
年
間
(四
八
三
～



四
九
三
)
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
当
面
の
問
題
に
は
関
係
は
な
い
。
ま
た
、
訳
経
三
蔵

・
求
那
賊
陀
羅

(三
九
四
～
四
六
八
)
が
大
乗

の
学
を
よ

(
61

)

く
す

る
所
か
ら
、
摩
詞
術
と
尊
称
さ
れ
た
と
い
う
の
も
よ
く
知
ら
れ
た
事
柄
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
こ
の
名
前
が
か
な
り

一
般
的
な
も
の

で
あ

る
こ
と
、
ま
た
何
が
し
か
西
域
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
こ
こ
か
ら
示
唆
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

『
宋
高
僧
伝
』
に
戻
る
な
ら
ぼ
、
大
乗
の
名
を
持
つ
人
物
が
多
数
目
に
つ
く
。
ま
ず
、
慈
恩
大
師
基
は
そ
の
名
称
に

つ
い
て
議
論
が
あ

っ
た
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
四
に
い
う
、

慈
恩
伝
中
に
云
く
、
奨
師
は
龍
朔
三
年

(六
六
三
)
玉
華
宮
に
於
て
大
般
若
経
を
訳
し
筆
を
終
う
。
其
の
年
十

一
月
二
十
二
日
大
乗
基
を

(
62
)

し

て
、
表
を
奉
じ
て
奏
聞
せ
し
め
て
、
御
製

の
序
を
請
う
。
十
二
月
に
至

っ
て
通
事
舎
人
漏
義
由
を
宣
す
と
。
此
に
霊
基
と
す
。
開
元

(
63
)

(
64

)

か
し
こ

録

に
は
窺
基
と
為
す
。
或
は
乗
基
と
言
う
は
非
な
り
。
彼
に
大
乗
基
と
日
う
は
蓋
し
慧
立
、
彦
慷
は
全
く
は
斥
け
ず
。
故
に
大
乗
基
と

い
う
。

(大
正
五
〇
、
七
二
六
中
)
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(
65
)

(66
)

こ
の
大
乗
基
と
い
う
呼
称
は
、
『
法
華
伝
記
』
、

『古
清
涼
伝
』
な
ど
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

そ
れ
が

一
般
的
だ

っ
た
こ
と
が
解

る
。

ま
た
普
光
が
大
乗
光
と
呼
ぼ
れ
、

明
拘
が
大
乗
拘
と
呼
ば
れ
て
い
た
他
、
『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』
巻
上
に
、

玄
奨
の
弟
子
で
イ

(
67
)

ソ
ド
に
求
法
の
旅
に
出
か
け
、

ナ
ー
ラ
ン
ダ
;
や
南
イ
ソ
ド
に
達
し
、
か
の
地
で
没
し
た
大
乗
灯
の
名
が
見
え
る
。
大
乗
灯
に
つ
い
て
は

こ
れ
以
上
事
蹟
を
知
る
て
と
が
出
来
な

い
が
、
玄
葵
の
偉
業
を
継
承
あ
る
い
は
模
倣
し
て
、
求
法
の
情
熱
の
高
か

っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
逸
話
で
あ
る
。

、

(68
)

ま
た
、
『
開
元
釈
経
録
』
巻
八
に
は
、
『大
般
若
経
』
翻
訳
の
筆
受
者
と
し
て
、
大
乗
光
、
大
乗
欽
等
の
名
が
見
え
る
。
他
に
大
乗
雲
、

(69
)

(
70
)

大
乗
詞
、
大
乗
暉
、
大
乗
林
、
大
乗
謳
、
大
乗
魏
、
大
乗
基
の
名
も
見
え
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
玄
奨
門
下
で
は
大
乗
の
名
を
冠
し
て

呼
ぶ
の
が
か
な
り

一
般
的
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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こ
れ
は
、
『
開
元
釈
教
録
』
巻
八
に
、
「
印
度

の
学
人
は
威
な

(玄
奨

の
)
盛
徳
を
仰
ぎ
、
…
…
小
乗
の
学
徒
は
号
し
て
奨
を
木
叉
提
婆

(
71
)

と
為

す

。

唐

に
解

脱

天

と
言

う

。

大

乗

の
法

衆

は

摩

詞

耶

那

提
婆

と

号
す

。

唐

に
大

乗

天

と
言

う

。
」

と

い

い
、

あ

る

い
は

、
『
梵

語

千

字

文
後

序

』

に

、

「
玄

奨

の
梵

名

は
解

脱

天

〔ヨ
O
閃
ω
P
ー山
Φ
く
9
〕

と
為

し
、

或

い
は

大

乗

天

〔日
9
げ
帥
嵩

昌
9
α
Φ
〈
ρ
〕
と

為

す

。

勝

義

天

は

蓋

し

(72

)

義
浄

の
梵
名
な
り
。
」
と
い
う
よ
う
に
、

も
と
も
と
玄
挺
留
学
中

の
印
度
で
の
呼
称
で
あ

っ
た
の
を
、

帰
国
後
に
は
弟
子
達
に
用
い
た
の

(
73

)

が
そ
の
始
ま
り
で
あ
ろ
う
。

当
時
の
印
度
仏
教
は

『
慈
恩
伝
』
や

『
大
唐
西
域
記
』

の
記
事
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

一
つ
の
寺
院
に
大
乗
小
乗
が
混
在
す
る
こ
と

も
珍
し
く
な
か

っ
た
し
、
そ
う
し
た
環
境
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
が
鏑
を
削

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
彼
ら
は
常

に
大
乗
小
乗
の
対
立

と

い
う
構
図
の
中
に
あ
り
、
そ
れ
が
様
々
な
思
想
の
展
開
を
促
し
、

一
方
で
煩
項
哲
学
化
す
る
原
因
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
状
況
が
そ
の
称
号
に
も
反
映
し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

つ
ま
り

「
大
乗
某
」
と
は
新
た
な
大
乗
運
動

の
旗
手
を
自
任
す
る

玄
契
と
そ
の
門
流
で
あ
る
こ
と
を
示
す
呼
び
方
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
西
明
寺
円
照
の
集
に
な
る

『代
宗
朝
贈
司
空
大
弁
正
広
智
三
蔵
和
上
表
制
集
』
中

の

「化
度
寺
文
殊
師
利
護
国
万
菩
薩
堂

三
長
斎
月
念
請
僧
二
七
人
」
の
記
事
に
念
論
僧
二
七
人
、

つ
ま
り
十
四
人
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に
、
「
西
明
寺
大
徳
光
演

大

(
74
)

徳
摩
詞
術
」
の
名
が
あ
り
、
大
暦
二
年

(七
六
七
)
の
日
付
が
あ
る
。

す
ぐ

こ
の
十
四
人
を
評
し
て
、
「其
れ
前
件
の
大
徳
等
、
或

い
は
業
は
真
言
に
茂
れ
、

学
は
戒
律
に
通
じ
、

或

い
は
妙
旨
を
敷
宣
し
真
乗
を

(
75

)

転
読
す
。
」
と
言
う
か
ら
、
不
空
が
選
ん
だ
当
時

一
流
の
行
と
学
に
秀
れ
た
僧
侶
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
76

)

そ

し

て
、

こ

れ
ら

の
学

徳

を

総

集

す

る

キ

イ

ワ
ー

ド

が
、

不
空

自

ら

が

三
十

余

年

持

し

た

と

い
う

、

「
喩

伽

法

門

」

あ

る

い
は

「
喩
伽

(
77
)

(
78

)

宗
」
、
「喩
伽
秘
密
之
宗
し
と
呼
ぼ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

以
上

の
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
ば
、
大
乗
の
名
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
玄
　
に
始
ま
る
法
相
宗
の
人
々
に
特
徴
的
な
呼
称
で
あ
る
こ
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と
、

ま
た
彼
ら
に
は
西
域
や
イ
ン
ド

へ
の
熱
い
思
い
の
あ

っ
た
こ
と
、
な
ど
が
わ
か
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
長
安
は
安
史

の

乱

(
七
五
五
～
七
六
三
)
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を
蒙

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
で
あ
れ
ぼ
、
上
に
見
た
西
明
寺
摩
詞
衛
も
そ
う
し
た
時
代
の
空
気

の
中
で
は
る
か
敦
煤
を
目
指
し
、
縁

に
導
か
れ
て
吐
蕃

に
禅

宗
を
齎
す
役
割
を
果
た
し
た
、
そ
の
当
人
で
あ
る
確
率
は
高

い
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

(60
)

『
古
今
訳
経
図
記
』
巻

四
、
大
正

五
五
、
三
六
三
中
。

(
61
)

『
高
僧
伝
』
巻

三
、
大

正
五
〇
、
三
四
四
上
。

こ
の

一
文
は

『
楊

伽
師
資

記
』
に
も
引
用

さ
れ
る
。

(柳
田
聖
山

『
初
期

の
禅

史

1
』
筑
摩
書

房
、

一
九

七

一
、
九

二
頁
。
)

　 　
6766
))

　 　 　 　
65646362
))))

『
慈
恩
伝
』
巻

一
〇

、
大

正
五
〇
、

二
七

六
中
、
に
見
え
る
。

『
開
元
録
』
巻

八
、
大
正

五
五
、

五
六
〇
下
。

『
慈
恩
伝
』
宋

元
明
版
宮
本
。
大

正
五
〇
、

二
七

六
注
。

『
法
華
伝
記
』
巻
三
、
大
正
五

一
、

五
八
上
。

『
古
清
涼
伝
』
巻

上
、
大
正
五

一
、

一
〇
九

四
上
。

『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』
巻
上
、
大
正

五

一
、

四
中
。

な
お
、

『
大
唐
青
龍
寺
三
朝
供
奉

大
徳
行
状
』

に
次

の
記
事

が

あ

り
、
時
代
精
神
を
う
か
が
わ
せ
る
。

同
年

(建
中

二
年

(七
八

一
)
)
新
羅

国
僧
悟
真
。
授
胎
蔵
毘

盧
遮
那
及
諸
尊
持
念
教
法
等
。

至
貞

元
五
季

(
七
八
九
)
。
往

於
中
天
竺
国
。
大
毘
盧
遮

那
経
梵
爽
余
経
。
吐
蕃

国
身

没
。

(大
正

五
〇
、

二
九
五
中
)

(
68
)

『
開
元
釈
経
録
』
巻

八
、

大
正
五
五
、

五
五
五
中
他
。

(
69
)

同
右
、

五
五
五
下
他
。

(
70
)

同
右
、

五
五
六
中
、
下
他
。

(
71
)

『
開
元
釈
経
録
』
巻
八
、
大
正
五
五
、

五
五
八
中
。

(
72
)

『
梵
語
千
字
文
後
序
』
、
大
正
五
四
、

=

九

六
下
。

(73
)

『
大
唐

西
域

記
』
巻

一
二
、
大
正
五

一
、
九
四
六
中
参
照
。

(74
)

『
代
宗
朝
贈
司
空
大
弁
正
広
智

三
蔵
和
上
表
制
集
』
大
正

五
二
、

八
三
四
下
。
柳

田
聖
山

『
初
期
禅
宗
史
書

の
研
究
』

四
六
〇
頁
参

照
。

(75
)

同
右
、
八
三
五
上
。

(76
)

同
右
、
八
四
六
中
。

(77
)

同
右
、
八
四
八
中
。

(
78
)

同
右
、
八
五

二
中
。
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こ
れ
ま
で
玄
奨

の
事
蹟

の
ご
く

一
部
か
ら
、
初
唐
の
長
安
仏
教
の
様
子
を
垣
間
見
た
。
そ
の
玄
奨
の
画
期
的
な
法
相
唯
識
仏
教

の
展
開

は
、

長
安
の
仏
教
を
風
靡
し
た
が
、
『法
華
経
』
の

一
乗
思
想
や

『
大
乗
起
信
論
』
の
流
行
、

そ
し
て
決
定
的
な
密
教
の
伝
来
と
い
う
打

ち
続
く
事
象
の
中
で
存
在
意
義
を
失

っ
て
い
っ
た
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
の
ち
の

『臨
済
録
』
に
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
そ
の

(
79
)

深

い
影
響
は
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

そ
し
て
今
ひ
と
つ
重
要
な
こ
と
は
、
宗
派
的
な
範
疇
や
そ
の
対
立
の
構
図
は
明
白
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
ま
た
常
に
融
和
と
総

合

に
向
か
う
志
向
を
内
包
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た
離
合
集
散
が
シ
ナ
仏
教
史
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
禅
宗
も
ま

た
そ
の
例
に
も
れ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
小
論
自
体
が
、
そ
う
し
た
立
場
か
ら
初
期
禅
宗
史
を
捉
え
直
す
た
め
の
い
く
つ
か
の
試
み
の
延

(80
)

長
線
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

さ
て
、
紙
幅
も
尽
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
摩
詞
術
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
慈
恩
寺
と
西
明
寺
を
観
察
し
て
き
た
。
両
者

の
思
想
的
乖
離
に

つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
見
通
し
は
得
た
も
の
の
、
小
論
で
は
十
分
議
論
す
る
余
地
が
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
は
摩
詞
術

の
思
想
理
解

の
た
め

の
い
く

つ
か
の
資
料
を
引
用
し
て
結
論
に
か
え
て
お
き
た
い
。

摩
詞
術
の
主
著
は

『
頓
悟
大
乗
正
理
決
』
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

「頓
悟
」
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
道
世
編

『法
苑
珠
林
』
に
、
『華

厳
経
』
を
引

い
て
次
の
よ
う
に
い
う
、

讐
如
日
月
出
現
、
世
間
乃
至
深
山
幽
谷
、

(
81

)

故
如
来
智
光
種
種
差
別
。

無
不
普
照
。
如
来
智
慧
日
月
亦
復
如
是
。
普
照

一
切
無
不
明
了
。
但
衆
生
稀
望
善
根
不
同
、



つ
ま
り
頓
悟
思
想
は
、
決
し
て
南
宗
と
い
わ
れ
る
禅
宗

一
派
の
標
識
で
は
な
く
、
道
生

(三
五
五
～
四
三
四
)
の
頓
悟
成
仏
義
以
来
、
絶
え

ず
シ
ナ
仏
教
の
基
調
の
ひ
と
つ
で
あ
り
つ
づ
け
、
近

い
と
こ
ろ
で
は
善
無
畏
及
び

一
行
訳
の

『
金
剛
頂
経
毘
盧
遮
那
百
八
尊
法
身
契
印
』

に
も
、頓

悟
秘
密
菩
提
契
。
自
在
遊
行
浬
禦
路
。

(
82
)

安
立
世
間
悉
地
寛
。

と
あ
り
、
頓
悟
頓
証
や
速
疾
成
仏
の
思
想
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
却

っ
て
密
教
か
ら

の
影
響
も
顧
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

次

に
、
摩
詞
術
は
そ
の
著

『
頓
悟
大
乗
正
理
決
』
に

『
金
剛
経
』
を
再
三
経
証
と
し
て
引
用
す
る
。
こ
の
う
ち
、
以
下
に
問
題
と
す
る

「垂

切
諸
相
即
名
諸
仏
」
と
い
う

一
築

四
回
繰
り
返
さ
れ
蝿

例
え
ば
次
の
㌍

で
あ
る
。

拠

「金
剛
経
」
及
諸

「大
乗
経
」
皆
云
、
離

一
切
妄
想
習
気
。
則
名
諸
仏
。
所
以
令
看
心
、
除

一
切
心
想
、
妄
想
習
気
。
(h・
旨
O)
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(
磁
)

つ
ま
り
看
心
し
て
妄
想
を
離
れ
る
こ
と
が
摩
詞
術
の
基
本
的
立
場
の
ひ
と
つ
と
い
っ
て
よ
く
、
そ
の
経
証
の
た
め
に

『
金
剛
経
』
が
用
い

ら
れ
・
そ
し
て
そ
こ
で

「相
」
の
字
が
し
ば
し
ば

「想
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
華

こ
こ
に
摩
轄

の
作
為
を
読
み
取
る
説
も
あ
る
輸
w

果
し
て
ど
う
か
・

『
金
剛
磐

経
』
に
は
諸
本
あ
る
の
で
は
じ
め
に
そ
れ
を
検
討

し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
梵
文

『
金
剛
経
』
の
該
当
部
分
は
、

雷

蒔

霧
)§

冨

8
ザ
＼
鴇

。。
帥

げ
冨

σQ
碧

き

鼠

g

霧

9
ぢ
}
鼠

。・
繊
く
器
騨
且

鼠

＼
冨

の
㊤
ヰ
く
器
9
B
言

帥

(
87
)

ω
ρ
嵩

ω
9
且

鼠

＼
§

冨

ω
嵩

g

8

ミ

ω
霞

く
霧
ρ
且

鼠

窓

σ・
9
鼠

ぼ

び
巳

α
冨

び
冨

σ・
9
毒

導

魯

＼
＼

冒
く
霧

ρ
ぢ

言

帥

も
億
山
σq
巴

帥
ω
9
ぢ

Uゆ
餌
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そ

れ

は
何

故

か

、

師

よ
、

自

己

と

い
う
思

い
は
思

わ

な

い
と

い
う

こ

と

に
他

な

ら

ず

、

生

き

て

い

る
も

の
と

い
う

思

い
も

、

個

体

と

い

う

思

い
も

、

個

人

と

い
う
思

い
も
、

思

わ

な

い
と

い
う

こ

と

に
他

な

ら

な

い

か
ら

で
あ

る
。

そ

れ
は

何

故

か
、

仏

で

あ

る

世
尊

ら

は
、

一
切

の
思

い
を

遠

く

離

れ

て

い
る

か

ら

で

あ

る
。

と
あ
り
、
「想
」
の
方
が
正
義
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
チ
ベ
ヅ
ト
訳
で
も
同
じ
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
応
す
る
漢
文
は
、
い
ま
羅
什
訳
で
示

す
と
、
①

所
以
者
何
。
我
相
即
是
非
相
。
人
相
衆
生
相
寿
者
相
即
是
非
相
。
何
以
故
。
離

一
切
諸
相
則
名
諸
仏
。
(大
正
八
、
七
五
〇
中
)

と
な
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
漢
訳
諸
本
に
当

っ
て
、
そ
の
該
当

の
箇
所
の
み
を
列
挙
す
る
と
、

⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ②

 

と

あ

る
。

を

言

い
換

え

る

な

ら

ば

、

る
、

と

い
う

従
来

の
批

判

は
、

に
な

る

の

で
あ

る

。

次

に
関

連

す

る

注

釈
書

を

い
く

つ
か
検

討

し

て

み

た

い
。

菩
提
流
支
訳

留
支
三
蔵
訳

真
諦
三
蔵
訳

笈
多
三
蔵
訳

義
浄
三
蔵
訳

玄
弊
三
蔵
訳

つ
ま
り

離

一
切
諸
相
則
名
諸
仏
。
(大
正
八
、
七
五
四
中
)

諸
仏
世
尊
、
解
脱
諸
想
尽
無
余
故
。
(同
、
七
五
九
上
)

諸
仏
世
尊
、
解
脱
諸
想
尽
無
余
故
。
(同
、
七
六
一二
下
)

一
切
想
遠
離
、
此
仏
世
尊
。
(同
、
七
六
八
下
)

諸
仏
世
尊
離
諸
想
故
。
(同
、
七
七
三
中
)

諸
仏
世
尊
離

一
切
想
。
(大
正
七
、
九
八
二
中
)

ωρ
ぢ
甘
91
(想
念
)
を

「相
」
と
訳
し
て
い
る
の
は
む
し
ろ
例
外
に
属
し
、

誤
訳
と
い
っ
て
も
い
い
の
で
あ
る
。

こ
れ

「離

一
切
相
」
を
勝
手
に

「離

一
切
想
」
と
置
き
換
え
て
、

そ
の
上
で
我
田
引
水
の
論
を
摩
詞
術
は
張

っ
て
い

む
し
ろ
原
文
に
則
せ
ば
、
あ
る
い
は
玄
弊
訳
に
従
え
ぼ
、
そ
れ
の
方
が
正
し
い
の
だ
と
い
う
奇
妙
な
こ
と

ま
ず
、
大
正
大
蔵
経
三
十
三
巻
に
は
、
智
腱
、
吉
蔵
、
慈
恩
基
、
子
踏
、
宗



湖
、
智
傲

の
そ
れ
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
大
乗
基

の

『金
剛
般
若
経
賛
述
』
巻
上
に
次
の
よ
う
に
い
う
、

何
以
故
離

一
切
諸
相
則
名
諸
仏
。
述
日
、

諸
仏
也
。
(大
正
三
三
、

一
四
〇
中
)

此
第
三
結
也
。
謂
若
有
分
別
、
即
有
業
生
死
起
。
既
除
分
別
之
相
、
妄
想
生
死
都
無
、
則
名

こ
こ
で
は

「
分
別
之
相
」
と

「妄
想
」
は
ほ
と
ん
ど
同
義
語
に
解
さ
れ
、

「相
」
と

「想
」
は
明
ら
か
に
混
用
さ
れ
て
い
る
。

逆
に
言
え

ば
こ
こ
に
あ

っ
て
は
両
者

の
間
に
は
有
意
差
は
な
い
の
が
分
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
慈
恩
大
師
基
が
玄
弊
訳

の

『
金
剛
経
』
原

典
を
用
い
て
い
な
い
の
は
奇
妙
な
こ
と
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
以
外

の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
列
挙
す
る
の
を
省
く
が
、
い
ず
れ
も
羅
什
訳
を
用
い
、
相
と
想

の
混
用
は
な
い
。

次

に
敦
焼
文
献
か
ら
も

い
く

つ
か
の
注
釈
書
が
見
い
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
注
目
す
ぺ
き
は
、
曇
膿
に
よ
る
『金

剛
般
若
経
旨
賛
』

巻
下
で
あ
る
。
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経

、

何

以
故

至

即
名

諸

仏

賛

日
、

(
大
正
八
五
、
九

一
下
、
九

二
上
)

此
順
諸
仏
也
。
何
故
能
離
我
法
見
耶
。
以
持
経
人
順
諸
仏
故
。
仏
離
妄
相
。
其
智
堅
実
能
契
深
妙
。

と
あ

り
、
「離
妄
相
」
と
い
う
語
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
相
と
想
が
混
用
さ
れ
て
い
る
の
が
明
ら
か
で
あ
る
。

同
様

の
こ
と
は
、

知
恩
集

『金
剛
般
若
経
依
天
親
菩
薩
論
賛
略
釈
秦
本
義
記
』
に
も
、

「
寿
者
相
」
と
あ
る
べ
き
を

「寿
者
想
」
と
す

る
な
ど
、
(大
正
八
五
、

=

九
中
)
両
者
の
文
字
の
混
同
は
敦
煙
文
献
に
は
頻
繁
に
見
ら
れ
る
現
象
と
い
っ
て
よ
い
。

も

と
も
と
想
と
相
は
古
代
音
が
ほ
ぼ

藪

し
て
い
華

従

っ
て
こ
う
し
た
混
用
を
み
れ
ば
・
果
し
て
使
用
す
る
側
に
薯

を
区
別
す
る
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意
識
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
を
も
疑

っ
て
み
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
そ
の
上
、
例
え
ば
唯
心
的
立
場
か
ら
言
え
ば
、
対
象
的
形
態
で
あ
る
相
が

感
受

せ
ら
れ
て
知
覚
認
識
作
用

・
想
と
な
る
の
だ
か
ら
、

つ
ま
り
相
と
想
は
限
り
な
く
近
接
し
た
意
味
を
持

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
摩
詞
術
自
身
に
両
者

の
区
別

の
意
識
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
も
既
に
判
然
と
し
な

い
が
、
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き

つ
つ
曇
畷

を
み
る
と
、
そ
の
主
著
の

一
つ
で
あ
る
、
『大
乗
二
十
二
間
』
第
二
十

一
問
に
次
の
よ
う
に
い
う
、

如
来
蔵
と
は
本
源
は
真
心
な
り
。
性
は
清
浄
に
し
て
、
常
に
無
為
に
住
す
と
難
も
、
而
し
て
亦
た
本
静
を
守
ら
ざ
る
が
故
に
、
無
明
の

薫

を
受
け
、
動
じ
て
妄
識
を
生
ず
。
生
死
に
随
流
し
て
衆
生
を
作
す
。
衆
生
を
成
す
と
難
も
本
性
を
失
わ
ず
。
故
に
妄
識
を
離
れ
て
本

(
89
)

源

に
帰

す

。

こ
う
し
た

「離
妄
想
」
の
立
場
か
ら
さ
ら
に

「離
念
」
に
至
る
思
想
は
曇
鑛
の
著
作
の
各
所
に
見
ら
れ
る
。

一
方
、
頓
悟
思
想
と
あ
わ

せ

て
こ
の
離
念
の
思
想
が
摩
詞
衛

の
思
想
の
根
幹
で
あ
る
の
も
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
れ
ら
の
思
想
形
成
の
淵
源
の
ひ
と
つ
と
し
て

曇
暖
や
道
氣

の
思
想
、
そ
し
て
更
に
遡

っ
て
円
測
お
よ
び
彼
の
居
し
た
西
明
寺
に
行
き
着
く
ひ
と

つ
の
流
れ
が
見
え

て
く
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
慈
恩
寺
に
始
ま

っ
た
玄
奨
の
新
仏
教
は
法
相
唯
識
を
基
盤
に
し

つ
つ
時
間
の
経
過
と
共
に
、
法
華
、

起
信
、
浬
桀
な
ど
の

一
乗
思
想
と
融
合
す
る
と
い
う
矛
盾
に
満
ち
た
構
造
と
な
り
、
そ
れ
は
更
に
密
教
と
も
習
合
し
、
そ
し
て

一
挙
に
教

義
や
実
践
の
単
純
化
を
招
く
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
変
容
の
度
合
は
新
思
想
の
吸
収
に
も
積
極
的
で
あ

っ
た
西
明
寺
系
統
の
人
々
に
大
き

く
、

こ
う
し
た
思
想

の
激
動
が
ま
た
様

々
な
対
立
を
も
生
む
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

こ
の
新
た
な
仏
教

の
脈
動
が
西
明
寺
を
起
点
と
し
て
、
は
る
か
敦
煙
を
経
て
吐
蕃
に
ま
で
達
し
て
い
く
、
そ
の
こ
と
を
い
さ

さ

か
記
述
し
た
。
主
た
る
狙
い
は
西
明
寺
お
よ
び
摩
詞
術
、
あ
る
い
は
そ
の
両
者
を
介
し
て
吐
蕃
仏
教
と
シ
ナ
仏
教
と
の
関
係
の
基
本
的



な
構

図

を
探

る

こ

と

に
あ

っ
た
。

い
く

つ
か
論

証

を

端

折

っ
た

部

分

も

あ

る

が

、

ひ

と

ま

ず
欄

筆

す

る

こ

と

と
す

る
。

ほ
ぼ
所
期
の
見
通
し
も
立
て
得
た
と
思
う
の
で
こ
こ
で
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(
79
)

柳

田
聖
山

「
臨
済
録
に
見
え
る
仏
教
的
諸
問
題
に

つ
い
て
」
印

仏
研
九
-

二
、
東
京
、

一
九

六

一
、

二

一
六
頁
以
下
。

(
80
)

拙
稿

「
初
期

の
習
禅
者
達
O
」
、
「
同
ω
」

(
81
)

『
法
苑
珠
林
』
巻

二
四
、
大
正
五

三
、
四
六
三
上
。
該
当
部
分

は
、
『
華
厳
経
』
大
正
九
、
六

一
六
中
。

(
82
)

『
金
剛
頂
経
毘
盧
遮
那
百
八
尊

法
身

契
印
』
、

大
正

一
八
、

三

三
五
上
。

(
83
)

鳩
摩
羅
什
訳

『
金
剛
般
若
経
』

(大
正
八
、

七
五
〇
中
)

に
当

る
。

『
金
剛
経
』
に

つ
い
て
は
、

経
名
を
挙
げ
て
の
引

用
は
都
合

七
回
を
数
え
、

こ
れ
は

『
樗
伽

経
』
、
『
思
益
経
』

に
次
ぐ
頻
度

で

あ
る
。
も

っ
と
も

『
正
理
決
』
は
編
纂

が
杜

撰
で
、
重
複

が
多
く
、

ま
た
全
体
像
も
知
ら
れ
て

い
な
い

の
で
こ
う
し
た
数
字

の
比
較

に

そ
れ
ほ
ど
意
味
は
な

い
。

(
84
)

拙
稿

「
摩
詞

術

の
思
想
」
花

園
大
学
紀
要
第

八
号
、
京
都
、

一

九
七
七
、

一
頁
以
下
。

(
85
)

摩
詞
衛
は
羅
什
訳
を
用

い
て

い
る
。

但
し
他

の
引
用
例
を
見

て

も
、
必
ず
し
も
原
文
に
忠

実
な
訳
で
は
な

い
。

そ
し
て
、
問
題

の

一
節
に
関
し
て
も

「
金
剛
経
云
、

離

一
切
諸

相
、

即

名

諸

仏
」

(h・
H
器

び
)
と
正
確
に
引

く
場
合
も
あ

れ
ば
、
「
金

剛
経
説
。
亦
令

離

一
切
諸
想
、
則
名
諸
仏

。」

(h

一
ω
隠
び
)
と
す

る
場
合
も
あ

る
。

そ

こ
に
何
ら
か

の
意
味
が
あ
る

の
か
ど
う
か
、
に
わ
か
に
判
断

し

難

い
。

(
86
)

例

え

ば

、
原

田
覚

「
『
頓

悟

大

乗

正

理

決
』

の
妄

想

説

に

つ

い
て
」

印

仏

研

二
五
ー

二
、

東

京

、

一
九

七

七

、

二
三

四

頁

以

下
。

(
87
)

橋

本
光

宝

・
清

水
亮

昇

訳

編

『
蒙

蔵

梵

漢

和

合
壁

・
金

剛
般

若

波

羅

蜜

経

』

東

京

、

一
九

四

一
、

一
四

一
頁

。

ち

な

み
に

、

同

書

に

掲

載

さ

れ

る

チ

ベ

ヅ
ト
訳

紺

紙

銀

泥

本

『
金

剛

経

』

で

は

以

下

の
如

く

で

あ

る

。

(
同

右

、

五

九
頁

)

9

0
ぽ
、一
℃
財
覧

H
昌

Φ

昌
ρ
＼
び
8

ヨ

δ

p
p

"山
器

び
壼

σq

9

、α
信

。・げ
①
ω

℃
p

伍
碧

σq
＼
のo
目
ω

o
き

創
q

、α
q

昌

o
の

℃
9

血
§

αq

の
8
σq

窪

、虹
口

。・冨

ω
℃
9

亀
碧

⑳
＼
αq
ゆ
旨
σq

鑓

σq
言

、価
信

。。け
$

b
僧

σq
§

σq

富
σq
¢
b
ρ

自
Φ

昌
胤
侮

、q
仁

旨

Φ
。。

夢

9
旨
ω
o
&

自
き

αq
訂

巴

げ
9
.一

ω
5
畠
α
β
、o
＼
＼
9

9
、一
ω冠
α

畠
信
昌

Φ
昌
ρ
＼
。・き

σq
ω
お

団
㊤
。。
げ
8

旨

冠
9
昌

.侮
霧

讐

9
目
。。

巳

.α
⊆

。・げ
Φ
¢

跨

9
ヨ
ω

8

傷

α
き

σQ

訂

ρ
一

び
p
、一
。。冨
O

α
ロ
、o
＼
＼

9

日
d
O
O
H
》
Ω
言
ω
超

℃
2

㌧§
§
ミ

切
ミ
乱

ミ
無

『
ミ
譜

ミ

●
ト

い
O
肉
・
ヌ

図
o
導
P

峯

㎝
ρ

や

HO。
ω
・
(○
置
σq
一け
富

蓉

)

巷

一
吋
げ
巴
仁

σ
げ
㊤
αQ
磐

き

舜

審

噸勲
目

騨

B
霧
ρ
ぢ
甘
91
℃
雷

く
碧

-

冨
累
緯

¢

昌
9

ω
暮
く
器

㊤
ぢ
旨
帥

昌
ρ

冒
く
9。
ω9
ぢ
甘
帥

昌
9

や
賃
α
σQ
巴

9
ω
-

9
ぢ
旨
画
＼
富
蒔

9
照

9

9

8
廿

。。ゆ
疑
霧

9
封
甘
仙

℃
ρ
σq
暮

働
ぽ

び
&

-

創
げ
91
ぴ
げ
9
σq
即
毒

昌
蜜

骨

げ
げ
認

騨
く
画
口

似
げ
p
＼

(
88
)

国
諺
切
い
O
切
国
諸

bU
Φ
韓
げ
p
a

い

O
陶
鼠
肇

↓
睡

舅

N
G
」
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肉
肉
爵

窯
Q
ト

ω
8

。
犀
げ
2
β

H
箋

b。
"
や

一
ゆ
ω
●

(89
)

『
大

乗

二
十

二
間

本

』

大

正

八

五
、

一

一
九

〇

中

～

下

。

大

峻

前

掲

書

、

六

七

頁

。

上
山


